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林遺跡は宮崎県の北部にある延岡市伊形町に所在 し､宮崎県教育委員会が昭和61

年度から昭和63年度にも一般国道10号土々呂バイパス建設事業に伴う発掘調査を行

い､旧石器から中近世の多岐にわたる貴重な資料が確認されています0

今回は､一般国道10号延岡道路建設事業に伴い､国土交通省九州地方整備局延岡

河川国道事務所の委託を受け､平成 9年度から平成12年度にかけて､宮崎県埋蔵文

化財センターがその隣接地の発掘調査を実施 しました｡

約4年にわたる調査で､遺跡からは後期旧石器時代の遺構や遺物をはじめ､古墳

時代から中近世の集落跡等､多大な成果を挙げることができました｡ 特に県北地域

では中近世の集落の調査事例が少なく､当時の生活を再現する上で貴重な資料を得

ることができました｡本書はこれらの調査結果をまとめたものであります｡

こうした先人の歩みを振 り返 り､郷土の歴史を解明する貴重な資料が得られたこ

とは､大きな成果と言えるでしょう｡

本書が学術資料としてだけでなく､学校教育や生涯学習の場など広 く一般に活用

され､埋蔵文化財の保護と活用に対する認識と理解の一助となることを期待 します｡

調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ､地元の方々に心からの謝

意を表します｡

平成20年 3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 清 野 勉



例 日

1.本磐は､一般国道10号延岡道路建設事業に伴い実施された､宮崎県延岡市伊形町2120-1ほか所

在の林遺跡の発掘調査報告啓である｡調査は国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事務所の委託

を受けて宮崎県教育委員会が主体となり､宮崎県埋蔵文化財センターが実施した｡

2.発掘調査は4か年に分けて実施した｡各年度の調査期間及び調査面積は以下の通りである｡

平成9年度 :平成9年6月30El-平成10年1月30ET(9,800m2)

平成10年度 :平成10年5月6El～平成11年3月25El(14,400m2)

平成11年度 :平成11年4月8El-平成11年8月24日 (3,500m2)

平成12年度 :平成12年6月8日～平成12年7月31日 ( 720m2)

3.現地調査に関する実測および写真撮影は主に鈴木健二､東憲章､日商広人､米久田真二､黒木欣綱､

松永串寿､橋川敬子が担当し､一部を和田理啓､高橋誠､福田泰典､松本茂､柳田晴子の協力を得

たOなお､遺構実測の一部 (写真測量)については株式会社マユダ､空中写真については(樵)スカ

イサーベイに委託した｡

4.土層断面および土器の色調については農林水産省農林水産技術会談事務局監修の ｢新版標準土色帖｣

に準拠した｡

5.遣物および図両等の整理については宮崎県埋蔵文化財センターにて行った｡そのうち図面作成 ･遣

物実測 ･トレースについては東 ･日高および整理作業員が行い､一部の石器実測については株式会

社文化財研リサーチに委託した｡

6.観察表および計測表は東 ･日高が作成した｡

7.石器の石材同定については赤峰広志 ･松田清孝 (宮崎県総合博物館)､宍戸聾 (宍戸地質研究所)

氏をはじめ多くの方々からご教示を得た｡また月種同定には西邦雄氏からご教示を得た0

8.自然科学分析については古環境研究所に委託した｡また､獣骨同定には西中川渡氏 (鹿児島大学獣

医学科解剖学教室)に玉稿を頂いた｡

9.本皆に使用した方位は座標北と磁北があり､座標北を用いた場合は ｢G.N.｣､磁北を用いた場
合は ｢M.N.｣と明記し区別した｡座標は国土座標第Ⅱ系に拠る｡またレベルは海抜絶対高を用

いたOこれらの基準点の設置は､株式会社ジパングサーベイ､株式会社エースコンサルタントに委

託した｡

10.遺物写真については､東 IEl高が撮影した0

ll.本書に使用した位置図は､国土地理院発行の5万分の1図 r延剛 を､また周辺地形図は国土交通

省九州地方整備局延岡河川国道事務所作成の1千分の1図を基に作成した｡

12.本皆で使用した遺構略号は次のとおりである｡

SA-竪穴住居跡､SB-掘立社建物跡､SC-土坑､SD-土塀､SE-洗状遺構､

SF-井戸状遺構､SI-礁評､SZ-廃棄土坑

13.挿図の縮尺は各国に示している｡

14.本書の執筆は松林豊樹 ･東 ･日商が担当し､編集はEl高が行った.文票については本文目次に記し

た｡

15.調査の記録類および出土遺物は､宮崎県埋蔵文化財センターに保管しているO
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第 Ⅰ章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

宮崎県は､高速道路等のインフラ整備が遅れている地域で､とりわけ延岡市は ｢高速道路のインター

チェンジから碇も遠い10万都市｣である.高速道路整備にかける地域住民の期待が年々高まりをみせて

いた平成 7年度末､建設省九州地方建設局延岡工事事務所 (硯国土交通省九州地方整備局延岡河川国道

事務所､以下同じ)が平成 8年度から着手する新規事業として､延岡道路及び北方延岡道路の建設計画

が明らかとなった｡延岡道路は､東臼杵郡北川町大字長井 (現延岡市北川町)を起点に､既に自動車専

用道路として供用されている延岡南道路に接続する､延長20.6kmの高規格自動車専用道路である｡また､

北方延岡道路は､延岡市北方町蔵田を起点に延岡市天下町の延岡ジャンクションで延岡道路に接続する

延長23.5kmの高規格自動車専用道路であるO

宮崎県教育庁文化課 (現文化財課)は､この事業計画を受けて､計画路線内に所在する埋蔵文化財の

取扱いについて､平成7年度末より延岡工事事務所と協議を開始 したo平成8年10月の協吉削こおいて､

延岡道路の平成9年度事兼箇所として､延岡南道路に隣接する延岡市伊形町～石田町に着手する方針が

示されたが､この地区には､延岡南道路の建設に際して昭和61-63年度に発掘調査を実施 した林遺跡 (1

-3次調査)に隣接する部分を含んでいたことから､計画どおりに工事が行われた場合､遺跡が影響を

受けることは確実と判断された｡県文化課は､周辺には五輪塔が散見される部分もあることなどから､

計画変更を含めた埋蔵文化財保護の方策について延岡=事事務所と協議を行ったが､=事計画の変更等

による現状保存はEF難であるとの結論に至 り､記録保存のための発掘調査を実施することとなった｡

発掘調査は､延岡工事事務所の委託を受け､平成9-12年度に及ぶ約4か年にわたり､宮崎県教育委

員会が主体となって実施 した｡

第2節 調査の組織

林遺跡第4次調査の調査組織は次のとおりである｡

調査主体 宮崎県教育委員会

平成9年度 発掘調査

宮崎県塩蔵文化財センター

所 長

副 参 事

副所長兼調査第二係長

庶 務 係 長

調査第二係主任主事

同 調 査 月

岡 調 査 局

藤本 健一

木幡 文夫

岩永 哲夫

三石 泰博

東 憲章

米久田真二

黒木 欣綱

平成10年度 発掘調査

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

庶 務 係 長

調査第二係長

同 主 査

同 主任主事

同 調 査 員

田中 守

児玉 和昭

菅山 尚友

鈴木 健二

東 憲章

黒木 欣綱

文化課 事業調整担当 主任主事 飯田 博之 文化課 事業調整担当 主査 柳田 宏一

-1-



平成11年度 発掘調査

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

副 所 長

庶 務 係 長

調査第二係長

同 主 事

同 調査貞

文化課 事業調整担当 主査

平成13年度 遺物整理

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務課総務係長

調査第二課調査第四係長

同 主任主事

文化課埋蔵文化財係西都原対策班

主 査

文化課 事業調整担当 主任主事

平成15年度 遺物整理

宮崎県塩蔵文化財センター

所 長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務課主幹兼総務係長

調査第二課調査節四係長

同 主任主事

文化課考古博物館建設担当

主 査

文化課 事業調整担当 主任主事

田中 守

江口 京子

児玉 和昭

苛LLJ 尚友

日高 広人

松永 華寿

長津 宗重

央野 剛

菊池 茂仁

岩永 哲夫

亀井 雅子

永友 良典

日高 広入

来 憲章

竹井真知子

兼良 弘康

大薗 和博

岩永 哲夫

石川 恵史

近藤 協

日高 広人

東 憲章

松林 豊樹

-2-

平成12年度 発掘調査､造物整理

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務課総務係長

調査第二課調査第四係長

同 主任主事

同 調 査 員

文化課 事業調整担当 主任主事

平成14年度 造物整理

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務課総務係長

調査第二課調査第四係長

同 主任主事

文化課埋蔵文化財係西都原対策班

主 査

文化課 事業調整埴当 主任主事

矢野 剛

菊池 茂仁

岩永 哲夫

亀井 維子

永友 良典

日高 広人

橋川 敬子

松林 豊樹

米良 弘康

大歯 和博

岩永 哲夫

野逸 文博

永友 良典

日高 広人

東 窓車

松林 豊樹

平成16年度 遣物整理 ･報告皆作成

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総務課主幹兼総務係長

調査第二課調査第四係長

同 主任主事

県立西都原考古博物館

学芸普及班 主 査

文化課 事業調整担当 主任主事

宮園 淳一

大薗 和博

岩 永 哲夫

石川 恵史

近藤 協

日高 広人

東 窓車

松林 豊樹



平成19年度 報告書作成

宮崎県塩蔵文化財センター

所 長

副 所 長

総 務 課 長

総務課主幹総務担当リ-ダ-

調査第二課主幹調査第四担当リーダー

県立西都原考古博物館

学芸普及担当 主 査

文化財課

埋蔵文化財担当 主 査

事 業調 整 担 当 主 査

清野 勉

加藤 悟朗

宮越 尊

高山 正信

近藤 協

東 駐車

日高 広人

飯田 博之

査指導及び調査協力 (敬称略)

橘 昌信 (別府大学)､西中川 駿 (鹿児島大学農学部)､竹中 正巳 (当時 :鹿児島大学歯学部､現在 :

鹿児島女子短期大学)､藤丸 詔八郎 (北九州市立博物館)､宮田 栄二 (鹿児島県立埋蔵文化財センター)､

′ト野 信彦 (当時 :北方町教育委員会､現在 :延岡市教育委員会)､山田 聡 (延岡市政育委員会)､国

土交通省九州整備局延岡河川国道事務所､延岡市教育委員会

第3節 遺跡の位置と環境

1.地理的環境

林遺跡は宮崎県の北東部に位置する延岡市伊形町に所在する｡延岡市は東側を日向灘に接 し､北側に

は榎木峠 (1,245m)を有するEI豊山地をはじめ､行勝山 (822.9m)や可愛岳 (727.7m)等から成る

環状岩脈や顕子山 (461m)や続山 (645m)､岳山 (614m)を有する霧子山山地が続き､杏子山山地

の南側から西側にかけて形成されている北郷山地､南側には烏帽子岳 (362.1m)より派生する烏帽子

岳山地､甘向一門川山地といった四万十累層群からなる山地に三方を閉まれている｡

市内南西部から北東部にかけて､北郷山地を横断するように九州山地の向坂山を水源とする五ヶ瀬川

が蛇行 しながら貰流 しており､市内で細見川と合流後､市内中央付近で大潮川と分岐 し､行勝川や視子

川､北川等の支流と合流 しながら､日向灘へと注いでいる.そjlぞれの流域には沖積低地が広が り､特

に市中央部から東側にかけて押横地や三角州が発達 し､平野を形成 している｡また五ヶ瀬川左岸には､

起伏の比較的緩やか山麓地 (丘陵地)が広がり､狭小な阿蘇溶結凝灰岩台地や河岸段丘が点在する｡

これらに対 し､市内南東部では､日向～門川山地が海岸近 くまで張 り出し､同山地を水源とする沖田

川や支流の石田川､井替川といった小規模な河川が河口付近で合流する｡また流域周辺に認められる沖

積低地は､発達が乏 しく､帽狭な小平野を形成 している｡伊形町は､この地域に含まれ､石田川､井替

川に挟まれた丘陵及び低地 (浜碇や後背湿地)から成 り､天正年間頃まで大潮時には海水が山裾まで押

し寄せていたという伝承が残っており､町名の ｢伊形｣は ｢干潟｣の転化 したものと考えられている｡

本遺跡は石田川右岸の日向-門川山地から東に派生 した丘陵の東側緩斜面およびその下位に広がる低

-3-



地､低地を挟んで東側に展開する独立した低位丘陵の南西側綾斜面の3箇所に立地する.

2.歴史的環境

延岡市で確認されている遺跡の大半は地理的な要因もあり､五ケ漸川流域やその支流を中心に確認さ

れている｡以下､時代別に概観していきたい (第1園)0

旧石器時代では､近年の調査例が増加し､畑山遺跡や赤木遺跡 (第7次調査)､吉野遺跡 (第7次調査)､

山田遺跡等､姶良Tn火山灰層 (以下､AT)下位で石器群の確認例がある｡

またAT上位の石器群としては切出形のナイフ形石器や剥片尖頭器を中心とする一群と細石器を中心

とする一群の2つの文化層が確認さjlている赤木追跡 (第 1次調査)やAT降灰後の中でも比較的古い

様相をもつ石器群が確認されている片田遺跡をはじめ､黒土田遺跡や地蔵ヶ森遺跡､吉野遺跡､青野第

2遺跡､山田遺跡等が挙げられる｡

縄文時代では早期の遺跡が数多く確認されており､そのうち今井野追跡 (第1次調査)では押型文土

器に伴って集石過構1基が確認されている｡また地蔵ケ森遺跡では押型文土器と塞ノ神式土器の時期の

集石遺構8基が確認されている｡また近年の調査で､集石遺構とともに炉穴群や平地住居が検出された

吉野第2遺跡､集石遺構や炉穴群､陥し穴状遺構､円形配石遺構などが確認された山田遺跡など､集落

構成が理解できる事例が増えてきている｡また県内の縄文時代の貝塚確認例が8例と僅少な中､早期で

は大貫貝壕､晩期の沖田貝塚など､延岡市では4例確認されている｡

弥生時代-古墳時代のうち､弥生時代前期から中期の様相については不明瞭だが､後期になると遺跡

数が拡大する｡月の畑遺跡や野田町八田遺跡で後期の竪穴住居跡が確認されている｡水田跡は延岡城内

堀跡や差木野追跡1)で確認されている｡そのうち延岡城内堀跡では水田の一部やそれに伴う土留め用の

矢板､県北初の出土となる木製農具が出土している｡

また瀬戸内地方との交流を示す資料として､三須町出土の二段失羽透かしを有する高年が有名であり､

憤富本村遺跡や差木野遺跡等でも瀬戸内系土器が出土している｡

弥生後期後半から古墳時代後期になると中尾原遺跡をはじめ､畑山追跡､地蔵ケ森遺跡､山口遺跡第

2地点等､集落の確認例が増加する｡そのうち､中尾原追跡では64軒の竪穴住居跡や掘立柱建物跡､土

塊等､大規模集落が確認されている｡また畑山遺跡では竪穴住居跡6軒のうち1軒からノJ､鍛冶跡と考え

られる遺構も確認されているOまた山口遺跡第2地点は細見川左岸の徴高地上に古墳時代中期-後期の

住居が約30軒確認されており､同流域の丘陵上に展開する中尾原追跡や畑山遺跡との関連性が注目され

る｡

また市内では南方古墳群をはじめ延岡古墳群､樫山古墳群等など数多くの古墳が確認され､国指定も

しくは県指定史跡になっている｡当遺跡周辺では石田西の迫古墳群があり､昭和53年の調査では凝灰岩

製の組み合わせ石棺が確認されており､石棺内では人骨や刀､刀子､貝輪が出土している｡

古代平安期には宇佐首領の荘園になり､今山八幡旧記に ｢伊福形｣という地名が登場するようになる｡

やがて中世にはいると､県荘を伊東氏､岡富荘を土持氏､大貫 ･伊富形が島津氏のそれぞれが治めるよ

うになり､やがて三氏による対立 ･勢力抗争へと発展していく｡こうした流れのなかで井上城や西階城､

松尾城等といった山城が次々と築城されることになる｡また当該期の他の遺跡としては､十数軒の掘立

柱建物跡や土坑が確認されている畑山遺跡や古川窯跡等が挙げられる0
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近世に入ると高橋氏が松尾城から中州内の丘陵地に願城 (のちの延岡城)を築城 し､周辺の整備に着

手する｡やがて高橋氏から有馬氏､三浦氏､牧野氏を経て､内藤氏の藩政に至 り､安定期を迎えること

になる｡当該期の遺跡は数多 く残されており､延岡城 (延岡城内遺跡)や城下町 (延岡城下町遺跡)､

′ト峰窯跡や古川窯跡の窯跡等が確認されている｡

【註】

1)プラントオパール分析第-Rより､後期の水m跡の存在が確認されている｡
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第Ⅱ章 調査の方法と概要

第 1節 調査の方法

北側に形成されている丘陵 (以下､独立丘陵)は南北に走る延岡蘭道路 (土々呂バイパス)によって

東西に分断されているのをはじめ､その東側は延岡市立伊形小学校建設や宅地造成等により改変が進ん

でいる｡さらに同丘陵西側の緩斜面中央を農道が南北に走り､その北側が放れたようになっている｡地

元の人の話では､土取りが行われ､家屋の土壁等に利用されていたとのことである｡現況では独立丘陵

南側緩斜面及び西側丘陵東側裸斜面は主に畑地として､独立丘陵の北側の低地及び両丘陵に挟まれた低

地は主に水田としてそれぞれ利用されていた (第2園)0

調査は､工事計画及び用地買収の関

係により､独立丘陵裾邪をAl区､そ

の西側低地をA2区､A2区北側をA

3区とし､西側丘陵東側礎斜面をB1

-7区､独立丘陵の農道から西側をC

1-7区､農道の一部とその東側をD

1-13区を便宜的に分けながら調査を行っ

た｡

調査は重機による表土剥ぎを行った後､

国土座標 (日本測地系)に準 じた10m

xlOmグリットを単位とし､調査区ご

とに設定 し､基本となる各グリッド杭

の設置は業者に委託し､必要に応じて､

測量に必要な杭の設置は当センターが行っ

た｡その後､整理段階でグリッドを統

-し､Ⅹ=-52,360m､Y=62,680mを基

準に､南北方向にアルファベット (北

にA.B.C-､南にa.b.C-)､乗

両方向に整数 (西に0.1.2-､東

に一1.-2.-3-)を付し､グリッ

ドを ｢A ･1グリッド｣などと呼称す

ることにした (第3園)O

調査については､丘陵部については

表土を除去するとすぐに古墳-中近世

の遺構が検出できることから､全面調

査を行い､下層 (旧石器包含層)につ

いては､ トレンチによる包含層の有無

と広がりを確認し､その結果に基づき､
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第3図 調査区及び年度別調査範囲 (S-1/3,000)
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土層観察用のベルトを残した状態で､グリッド (10mXIOm)ごとに掘り下げ､もしくはグリッドをさ

らに4分割して､千鳥掘りを行うことを基本にし､遺構 ･造物が確認された時点で周辺に拡張する方法

をとった｡

また検出された遺構については､半裁 ･埋土状況を確認後､完堀を行った｡遺構実測は基本的には､

磯群は縮尺10分の1､土坑 ･竪穴住居跡等は縮尺20分の1､柱穴等は縮尺50分のlで固化を行った.

また包含層 (旧石器)出土遺物については､個々に番号を付け､平板測量 (縮尺50分のl)を行い､

取り上げを行った｡

第2節 調査の概要

林遺跡解4次調査は､工事計画および調査対象区内の用地買収の進捗により､平成9年度は平成9年

6月30日～平成10年1月30日 (9,800m2)の7か月間､平成10年度は平成10年5月6日-平成11年3

月25El(14,400m2)の約9.6か月間､平成11年4月8El-平成11年8月24El(3,500m2) 約4.5か月間､

平成12年6月8El-平成12年7月31El(720m2)の約1.8か月間､計4度にわたって実施されたo

平成9年度は､第2･3次調査地に隣接するAl区及びA2区 (調査対象面積約6,000m2)を6月30

日-12月27日の予定で実施した｡6月30日よりAlI2区の重機による表土剥ぎに着手した｡Al医

は畑として利用されていたが,畑耕作土を除去すると縄文早期から中近世までの各時期の遺構 ･遺物が

混在する状態で検出された.出土遣物の取り上げと遺構精査を並行して行ったが､調査時糊が夏期であっ

たことと､保水性の低い土層であったことから乾燥が著しく､水撒き.シー ト掛けを行い､遺構の保護

に努めながら調査にあたった｡調査の結束､旧石器時代-縄文時代早期の集石遺構4基や古墳時代と思

われる竪穴住居1軒､平安時代末頃の土壌墓2基､古代～中世と思われる掘立柱建物跡5軒等を確認し

た｡造構面の調査が終了した後､10月3か所にトレンチを設定し､掘り下げを行ったが遺構 ･遺物は確

認されていない｡8月からは並行して､A2区の調査を開始した｡まず､排水及び土層確認用の トレン

チを設定し､掘り下げ作業を行った｡湧水のため､水中ポンプを設置し､随時､汲み上げを行いながら

作業を行った｡土層確認の結果､埋没水田が確認され､層ごとに掘り下げ､精査､遺構検出に努めた｡

9月後半からは､調査の効率化のため､ベル トコンベア-､キャリアダンプを導入して作業にあたり､

10月には掘り下げ作業と並行して土層断面および遺構の園化作業を行った｡調査の結果､3両の水田面

とそれに伴う畦畔や溝状遺構等を確認したが､畦の位置と方向が現在のものと一致し､出土遺物も近現

代のものであったため､近現代の水田と判断したOそのためA2区の南側については､調査対象から除

外した｡

10月23日に国土交通省と調査の進捗状況と用地買収の進展等について協議を行った｡そのうち用地買

収状況から西側丘陵部分 (B区)については､大半が買収を完了したのに伴い､約3,000mZを継続して

行うことになった｡

10月31日より､B区にトレンチを設定し土層確認を行い､11月4日から重機によりBl区-B4区の

表土剥ぎを行った｡その後､各調査区で掘り下げ ･精査 ･遺構検出作業を行ったが､そのうちBl区や

B2区ではピットや土坑等を確認したcBl･2区は比較的遺構密度が低かったのに対し､B3区は密

度が高く､古墳時代～中性と思われる竪穴状遺構3基､中近世の溝状遺構 1粂検出した｡そのうち､湛

状遺構は帽1m長さ11mを測り､遺構内に3-4段の石列が伴っていた｡
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B4区では用水路埋設の撹乱や木根等が多く､検出された遺構の密度は低かった｡また1月9日には､

西側を重機で拡張 したが､撹乱が著 しく､精査を行ったが遺構等は確認されなかった｡遺構は中世-近

世の掘立柱建物跡2棟､溝状遺構 2条等を検出した｡そのうち､情状遺構は掘立柱建物跡が集中する緩

斜面に東側から上がる構造であり､2粂並んで検出された｡片方には床面に敷石が認められ､他方には

門状遺構と推定される柱穴が伴っており､屋敷地への入口と考えられた｡1月30日までに平成9年度の

調査を終了 したが､購状遺構の一部は南側の調査範閣外に延びていたため､次年度に再調査を行うこと

とし､安全対策のため埋め戻 しを行った｡

平成10年度は､4月9日に国土交通省と用地買収状況および調査予定等についで協議を行った後､5

月6日より調査を開始 した｡前年度埋め戻 した通路状遺構の復旧を行った後､重機でB4区北東部およ

びB5区の表土剥ぎを行った｡表土剥ぎ後､B4区の精査を行ったが､遺構 ･遺物等は確認されず､ち

5区に作業を移 した.通路状遺構の続き部分では､埋土中に多数の襟と底面付近で敷石に転用された石

拷 (五輪塔)を検出した｡また､5月21日には大型の石を円形に配置 した石組井戸を1基検出した｡石

組井戸の深さは3mを超 し､作業は困難を極めた｡井戸を構築する石の大部分は石塔を転用 したもので

あり､断面見通しの実測を進めながら上段から順に解体した｡取り上げには､丸太櫓に取 り付けたチェー

ンブロックを利用 した｡その他､遺構としては､掘立柱建物跡 1軒､埋葬土坑 1基､溝状遺構 1条､柱

穴群等が確認されている｡

B6･7区は､国土交通省が立木の伐採を行った後､6月3日より表土剥ぎに着手 したが､五輪塔が

部分的に表出しているため､人力で作業にあたった｡検出された石塔群の多くは原位置を留めず､斜面

に廃棄されたものと判断した｡他には竪穴住居 1軒､近世墓 2基､土坑 1基､柱穴等を検出した｡近世

墓については､遺構を取 り囲む柱穴と多数の瓦片が伴っており､瓦葺きの上屋を伴っていたことが想定

された｡

B区の調査は7月24日に終了 したが､安全対策のため､通路状遺構や井戸等については埋め戻 しを行っ

た｡

B区の調査 と並行 して､7月6日よりCl区の表土剥ぎを行った｡大半がⅣ層上部まで削平を受けて

おり､多数の柱穴とともに旧石器時代の磯群も検出された｡8月18日からは､北側のC2-5区､10月

21日･22日にはC6区､丘陵斜面のD12･13区の表土剥ぎを行った｡

精査の結果､C1-4区では中近世の掘立柱建物跡13棟､土塀墓 1基､牛馬埋葬土坑5基､無配土坑

1基､展殻廃棄土坑2基等が検出されたO検出された掘立柱建物には､3間×5間の総社で4面に庇を

持つものや､2間×7間の大型建物も含まれていた｡祭紀土坑からは鋳造鉄鍋が伏せた状態で出土 し､

その下からは木炭数の上に鉄短刀 1､鋼鋭1枚､銭2東が出土した｡土墳墓からは頭骨および下顎､腕 ･

足骨や和釘が検出されたO特にC2区は遺構密度が高く､調査の進捗を考慮 し､11月26Elに写真測量を

行い､平面図化を行った｡

12月からは､C1区でⅣ層 (旧石器包含層)の掘 り下げを行う｡3月3日には作業を終了し､4日か

らはC2区の掘 り下げ作業を行った｡

旧石器時代の遺構は､C1-2区で傑群18基､造物ではナイフ形石器や剥片尖頭器､角錐状石器､ス

クレイパー等､約600点が出土 した｡

10月27日からは､重機でDl-2区の表土剥ぎを行い､C区と並行 して調査を行った｡Dl区で古墳

-10-



時代の竪穴住居跡3軒､中近世の掘立柱建物跡3棟､D2区で中世～近世の掘立柱建物跡5棟､湛状遺

構 1条､馬埋葬土坑 1基が確認されている｡そのうち､馬埋葬土坑についは大型の陶器聾を破砕し土坑

内に敷きつめた上に馬を埋葬していた｡10月30日には鹿児島大学獣医学科西中川渡教授を特別調査属と

して招晒し､分析をお願いした｡

12月3日には国土交通省と用地買収状況と調査の進捗状況､現地公開等について協議を行い､買収済

未調査地 (D3区～11区)については伐採後､調査を実施することとした｡また現地説明会については

国土交通省の理解を得て12月23日に実施し､約200人の見学者が集まった｡

1月8日からD3区の調査を開始した｡遺構塩土が硬質であり､掘り下げは困難を極めた｡調査の結

果､掘立柱建物跡7棟､溝状遺構や土坑等を確認した｡

調査着手当時､産業廃棄物が山積され調査から除外していたA3区は､2月上旬に表土剥ぎを実施し

た｡C1区から広がる遺構の検出や遺物包含層の残存が想定されたが､既にかなりの削平を受けており､

遺構 ･遺物等は検出されなかった.

3月25日には平成10年度の調査を終了した｡

平成11年度は､調査員を一新し､前年度にC2区で確認された旧石器時代の棟群や近世の廃棄土坑の

実測､及びC3区 ･Dl区の旧石器包含層の掘り下げ､D3区の馬埋葬土坑の実測､柱穴群の未固化分

の実測､新たに買収された箇所の調査､B区で出土した石塔の実測を行う予定で4月8日より調査を再

開した｡

まず､C3区の包含層 (Ⅳ層)の掘り下げ作業を行いながら､並行して前年度末に検出されたC2区

の裸群の実測作業を行った｡また､プレハブ内では前年度､出土した五輪塔のうち､保存状況の良好な

ものについて実測作業を行った｡

C3区では後世の遺構等の影響をかなり受けており､遺物の包含状況は芳しいとは言えなかったが､

少立ながら剥片尖頭器やスクレイパー等出土した｡Ⅳ層掘り下げ後､トレンチ (約2m帽)を南北方向

に7本設定し､Ⅸ層上面まで掘り下げを行った｡その際､ブラックバンド層とされていた層中より姶良

Tn火山灰層が確認でき､遺物も同火山灰上位の遺物が出土していることから､さらに分層 (V･Ⅶ層)

し､V層までは全面的に掘り下げを行い､V層で遺物が確認できた箇所については､Ⅷ層まで掘り下げ

を行った｡そのうち中央に設定したトレンチ内でⅤ層またはⅦ層起源の埋土をもつ土坑 (SCl)を検

出した｡またC4区南東側部分にもⅣ層が残存する部分が認められ､掘り下げを行い､Ⅳ層-Ⅶ層で剥

片等が出土している｡

C2区ではⅣ層まで掘り下げ作業が終了していたが､V層面で遺物が散見されることから､磯群の実

測終了後､ トレンチ (約2m幅)を2m置きに設定し､V層～Ⅶ層まで掘り下げを行い､造物が出土し

たトレンチについては周暦日こ拡張する方法で行ったOその結果､遺構はJI6グリッドで土坑 (SC2)

1基を確認 したが､Ⅴ層またはⅦ層中では確認が困難であり､Ⅸ層が現れてきた段階で結果的に確認で

きたという状況であった｡また遺物はV屑で散漫な分布が認められたがⅦ層については､上層から落ち

込んだ遺物が数点認めらjtた程度で､他は確認されなかった｡同区の調査後半には並行して近世の廃棄

土坑の実測 ･写真撮影を行ったが､その際､土坑に切られる形で馬埋葬土椀 (SC5)を新たに確認し

た｡

4月21日からはDlの調査を再開した｡精査の結果､新たに古墳時代の竪穴住居跡 (SA4)を確認
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した｡また北側の一部と南側でⅢ層 (そのうち南側の一部でⅡ層も残存｡)が残存 していることから､

その箇所の掘り下げから行った｡石助や尖頭器､姫島産黒曜石製の剥片等の縄文時代早期の遺物に混ざっ

てナイフ形石器や角錐状石器等が出土したQ掘り下げ終了後､Ⅳ層上面で調査区中央-南端にかけて自

然流路を検出した｡自然流路は南北に走り､北西側の未買収地に延びることが確認されたため､検出し

た部分については完掘 ･図化を行い､終了後､ⅣIV屑の掘り下げ作業を行い､嘩群4基と石器群が検

出された｡また一部についてはⅦ層掘り下げを行ったが､石器が数点の出土に留まった｡

5月18日からはDl区の調査と並行 して､D3区の柱穴群と馬埋葬土煤 (SC2)の実測を行った｡

湧水のため､柱穴内に水が溜まり､くみ出し作業を随時行いながら作業を行った｡

6月6日には国土交通省と用地買収状況および調査予定等についで協議を行った｡そのうち用地買収

については､C1区中央東側およびDl区北東側の未買収地の買収が完了し､Dl区北東側､C･D区

に挟まれた部分 (C7区)の2箇所についても6月末には完了する報告を受けた｡また残りの部分につ

いては夏以降に買収がずれ込むため､今年度の調査から除外した｡これらに伴い6月16I17日からはC

l区中央東側およびDl区北東側の表土剥ぎを行った｡そのうち､C1区中央東側は旧石器時代のスク

レイパーや剥片に伴って磯群3基が確認された｡またDl区北東側では旧石器時代の自然流路 1条､古

墳時代の竪穴住居跡 (SA5)1軒､中近世の柱穴群が検出された｡7月19日には買収が完了したDl

区北東側､C7区の2箇所の表土剥ぎを行ったが､Ⅸ層まで削平を受けているため､遺構 ･遺物が確認

されず､調査を終了した｡

7月後半からは集中豪雨等により､度々Dl区南側が浸水する被害を受け､作業がその都度中断した｡

8月13日には調査が終了し､8月23･24日に重機による埋め戻 しを行った｡また石塔については国土

交通省および延岡市教育委見会と保存について協議を重ねたが､結論は次年度に持ち越すことになり､

石塔の一部の計測と写真掘影を残し､工事に支障のない場所に移設した｡

なお､7月8I9t]には､別府大学の橘昌信教授が特別調査貝として来跡し､指導を受けた｡

未買収地 (Cl区中央部､C3I4区東端部､Dl区西端)の買収がようやく完了し､平成12年度は

6月8日より調査を再開した｡すでにD区では掘削工事が始まり､大型車が頻繁に排土運搬のために行

き来することから､安全面を考慮 し､交通整備員を付けて作業にあたった｡またCl区については作物

が植えられたままになっていたことから､確認が取れるまでの問､残り2箇所の調査を優先して行うこ

とにした｡C3I4区乗端部からは､旧石器時代の石器や中近世の柱穴等を確認し､またDl区西端で

は､近世の道路状遺構を検出した｡道路状遺構は北側に延びる可能性があったため､調査区の拡張を検

討 したが､すでに北側には工事用道路が建設されていたため､安全性の問題から道路南側については､

2箇所にトレンチを設定し､範囲をのみ確認 ･記録を行い､埋め戻した｡また道路北側についても4箇

所にトレンチを設定し､掘り下げを実施したが､遺構は確認されず､終了した｡

C1区中央部の作物撤去が終わり､6月23日からはDl区西端の調査と並行して､同地区の調査を開

始し､旧石器時代では喋群 1基とスクレイパーや剥片等､中近世では柱穴や土坑等を確認した｡

7月上旬からは石塔の計測 ･写真撮影を行った｡なお､出土した石塔群については､国土交通省 ･延岡

市教育委見会と保存について協議を重ね､当センターで一部を保管するほか､延岡市教育委月会が五輪

塔として組み合わせ可能なもののうち､5個体分を移設保管することになった｡それ以外については､

工事区内に埋設保存の措置が採られ､7月31日に全ての調査を終了した｡
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第3節 遺跡の層序

今回の調査範招削ま､丘陵部 (Al.A3,B･CID区)から低地部 (A2区)に及んでいるQ丘陵

部と低地部とは堆積状況が異なることから､それぞれに分けて説明していきたい｡

1.丘陵部 (Al･A3･B･C･D区)の層序

丘陵部では､傾斜による土層堆積の不整合や流出､後世の耕地化による削平や撹乱により､一部を除

きⅢIⅢ層が欠失しており､表土 (排作土)下にⅣ層が確認された｡

特に､CID区では大半がⅣ層上部まで削平されており､場所によっては削平が著 しく､さらに下層

のⅩ層や岩盤が露出する部分も見られた｡Ⅳ層やV層は比較的安定している部分が多 く認められるに対

し､下層に進むにつれて､堆積が不安定な部分が認められる｡またⅧ層以下については土層確認のため

に数カ所を深掘したが一様ではない｡基本的に岩盤起因の紺棟層と粘貿土との交互層で､岩盤へと至る

が､襟層 (′ト砂利や拳大-人頭大程度の砂岩磯)が露出する箇所も認められた｡なお､古環境研究所の

植物珪酸体分析結果によると､Ⅱ層およびⅢ層の堆積当時にかけては､周辺でシイ属､クスノキ科､イ

スノキ属などの照葉樹林が成立 ･拡大し､林床植生などとしてササ頬が生育していたと考えられ､スス

キ屈やチガヤ属などが生育する草原的なところも見られたと推定されるのに対 し､Ⅳ層およびV層かけ

ては､クマザサ属 (おもにミヤコザサ節)などのササ類を主体としたイネ科植生であったと考えられ､

比較的寒冷な気候条件で積雪の少ない比較的乾燥 した環境であったと推定される｡またⅤ層およびⅨ層

の堆積当時は､ススキ属やチガヤ属､キビ族､クマザサ属 (おもにミヤコザサ節)､ネザサ節などが生

育するイネ科植生であったと考えられ､周辺にはイネ科Bタイプの給源植物 (ヌマガヤ?)などが生育

する湿地的なところも見られたと推定されている｡

Ⅰ屑 表 土

]層 黄穫色土層 アカホヤ火山灰層との混土でややしまりがない｡Dl区南端部で残存するのみである｡

Ⅲ層 暗褐色土層 やや硬質でしまりがある｡主に縄文時代早期の遺物を包含する｡Dl区南側で残存

するのみである｡

Ⅳ層 褐色土層 旧石器の包含層で､主にCl-3区及びDl区の層上面が古墳時代や中 ･近世の遺構

検出面である｡二層に分層でき､ a層はやや軟質で粘性があり､赤色や白色の黄色粒を含む｡乾燥

するとサラサラになる｡場所によっては､相磯を含む部分や下位につれて粘性が強くなる部分も認

められる｡b層はa層より色調が暗く､V層ブロック (≠1cm前後､場所によっては3-5cmのも

のも認められるO)を多く含有する｡C1区中央付近～南側にかけてやDl区の南側で認めらjtるo

V層 黒褐色土～暗褐色土層 硬質で締まりがあり､クラックが発達している｡白色粒 (≠0･5-1m前

後)や火山灰ガラス等を多塁に含むOまたⅦ屑と比べ､削った感触が粗く感じられた｡旧石器の包

含層である｡

Ⅵ層 姶良Tn火山灰層 C3区東端で一部層を成す以外は､ブロック状に堆積する箇所の方が多い｡D

l区では､殆ど確認できていない｡

Ⅶ層 黒色土層 硬質でしまりがあり､クラックが発達しているoV層と比べ､色調がやや暗いOいわ

ゆるブラックバンド層で二層に分層でき､ a層は白色粒 (iO･5-1rnm前後)を少量含み､黄色軽石

(41mm前後)を僅かに含む所も認められるob層は白色粒があまり認められず､赤色や明褐色等
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の岩片を少量含む｡C1区南半部やDl区の南側では確認されていない｡

Ⅷ層 褐灰色細喋層 白色や黄色等の相磯 (≠1-5m血前後)で構成され､硬質であるC

Ⅸ層 にぷい樫色土-にぷい褐色土層 粘性があり､白色や草色等の細磯を含む｡なおC1区のものは

色調がやや明るく含有量も他のものと比べ､量が多く､さらに含有量により二層に分層できる (価

喋の含有塁 :A>B).このため､別屑の可能性もあるが､ここでは同層に含めたo

X層 明黄褐色土層 硬質で締まりがある｡白色や黄色等の相磯を多義に含有する.なおAl区では含

有量により､二層 (相磯の含有量 :a>b)に分層できるo

XI層 明褐色土層 水気を帯び､軟質で粘性が強い｡乾燥すると硬質になる｡白色や黄色等の相磯を

僅かに含有する部分も認められる｡C1区では堆積が薄くなる｡

XIl層 にぷい赤褐色土層 やや軟質で粘性があるo僅かに相磯 (≠1-2mm前後)や小砂利 (42-

5mm前後)を含む｡

ⅩⅢ層 磯層 ≠2cm-準大程の円磯で構成される｡C1区南端の トレンチ内およびDl区西側で確認

されている｡

2.低地部 (A2区)の層序

低地部は､水田として利用されており､耕作及び水の影響により丘陵部とは異なる土層の状況を示し

ていた｡本来的には丘陵部から供給されたシルト岩の砕片と水生粘土層が撹拝されたものと思われる｡

1層は現水田跡作土及び床土である｡2層以下でも水田耕作が営まれたものと思われるc

l層-1 表土 やや軟質.≠1-5mmの明褐色シルト岩粒を含むO膜状及び雲状斑鉄を含むOシルト

質｡

1層-2 表土 やや軟質｡ ≠1-5mmの明褐色シルト岩塩を含む｡書状斑鉄を含む｡シルト質｡

2屑 灰色土層 硬質｡≠lnJn～1cmのマンガン粒が集中する.ポロポロと崩れ､もろい0

3層 灰色土層 やや軟質. ≠3mm前後のマンガン粒を少量含み､≠1mm前後の赤色 ･黄色シルト岩塩

を含む｡2層のマンガン粒より色が薄い｡砂質に近いシルト層｡

4層 灰色土層 やや軟質｡≠2-3mmのマンガン粒及び3mm前後の横腹を少量含むOやや粘質でしま

りがない｡きめはさほど細かくない｡

5層 灰色土層 やや軟質で粘性ありo≠3-5mmのマンガン塩少量及び3nlm前後の磯粒を含むo湧水

層である｡

-14-



低地部基本屑序
a(A2区)

丘僚部去妄本居序

低地部払木屑序
】屈-1 表｣二
1屈-2 表土

4im 2相弓 灰色土Jgi
3屑 灰色士Jej
4屑 灰色土層

5屈 灰色土層

丘陵部基本僧序

】層 表土

rl屈 曲招色土屑

Ⅲ屑 暗褐色土層

100nl

7.0m

60m

TV屑 褐色土用

V屑 黒褐色土屑

Ⅵ屈 曲招色土屑
Ⅶa層 紫色土層

Ⅶb屑 巣色土屑

Ⅷ屑 栂灰色傑屑

Ⅸ層 にぷい稽色土層

X周 明黄褐色土層

Xl屑 明枯色土肘

XtI屑 にぷい赤褐色土層

Xm屑 傑屑

Ⅳb
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第4図 基本層序 (S-1/20)及び各地区の層序 (S-1/60)
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第Ⅲ章 A区の調査

A区は､C･D区側から続 く丘陵裾部の､畑として利用されていた徴高地部と､水田として利用され

ていた低地部からなる｡徴高地部 (Al医)で磯群､竪穴状遺構､掘立柱建物､土坑､ピットを検出し

た｡また､低地部 (A2区)では､現水田下に数層の水田跡を確認 したが､畦の位置と方向が現在のも

のと一致 し､耕作土中に含まれた陶磁器小片も近現代のものであった0

第 1節 旧石器～縄文時代の遺構

1.磯 群 (sI､第5図 ･第6囲､第 1表)

疎群はAl区において､Ⅳ層中で4基確認されている｡遺構内や周辺には遺物等が確認されていない

が､検出屑や他の地区検出のものと比較 し､旧石器時代の所産と考えられる｡ しかし断面に若干の凹み

が認められることから､掘 り込みがあった可能性 も否定できず､ここでは旧石器～縄文時代早期の時代

帽で捉えたい｡

分布はAl区の北側に分布 し､そのうち3基 (SI2-4)にまとまりが認められる｡疎の密集度は

SI2-4が比較的密であるのに対 し､SIlはやや散漫である｡

構成横は大半が砂岩製の破砕磯で構成されており､SI2･3の2基については100点以上で構成さ

れている｡また喋群の規模は､SI4のみ1m未潤なのに対 し､それ以外は1mを超える｡なおいずれ

の磯群にも炭化物等は確認されていない｡

-2 -101 2 3 4 5 6 7 8 9
B ＼旦竺

亨■ B4区 室賀---慧 喜 -;--頭 ,_ :35ii区､一一一 _一一一一

A

a Sl2

b .., Sl}

BqbA2区
⊂

d B5区

e B3区 EOCtq

f / l lパ ､. . . . .5Pm ＼ ※等高線はⅣ屑○

第5国 Al区 陳群分布図 (S-1/800)

-16-



1 Sl1 6? J

∴三 一
6)

喜 ~＼ 一 ･一こ､.チ

I l
U1

ヨーー4 -隻 - 一撃変｢

ー6.5m

∈
V
9
日

~習

AU

コ7

[ ≡ 妄軒 至 iさ±__｣
6.4m

Sl3

顔
膚

辛
4

0

s

l

･I
q

∈
S
T9

-

-6.5nl

F 竿 L ~
0 1m

遡柵番号 層位 調査区 グリッド 出土地物 襟の拒朗(m)･放火長x放火帽 楓り込み親授(m)最大長×放大嶋×探さ 硬層個数 Wの常度 蛸 考

SⅠ1 Ⅳ A1 8.8 - 1.2×1.02 - 46 敬 襟(約5-20cm)の大半が砂岩で構成○完形に近いものが3点､他は破砕横○襟の多くが赤変している.

SⅠ2 Ⅳ A1 a.7 - 1.5×0.92 - 122 #.'L 襟(約5-20cm)は砂岩魁の破砕横が多い(亮形横は低か)O-臥 変化が著しい○

SⅠ3 Ⅳ A1 b.7 - 1.58X1.12 - 209 杏 襟の大半が砂岩製破砕襟(約5-15cm)で構成.変化が著しい○断簡がやや凹む○

第 1表 Al区襟群 (Sl)一覧表
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第2節 弥生時代以降の遺構と遺物

1.遺構

(1)竪穴状迫構 (SAl､第7図 .第8図)

Al区微高地部のほほ中央に1基検出したO3.0×2.8mの略方形プランで､検出面から床までの深さ

は15cmと浅い｡主柱穴は4本桂で､貼床､焼土等は見られなかった.

(2)掘立桂建物 (SB1-5､第7図)

SBlは､A区北端に検出されたが､北西隅の柱穴が調査区外となっている｡2×4間で､棟方向は

東西 (N-800-W)である｡梁行4.10m､桁行9.35mで､柱穴の平均的な深さは検出面より25cmである｡

SB2は､SBlの南側に隣摸して検出された.1×3間で､横方向は南北 (N-18O-E)であるO

梁行3.65m､桁行6.10mで､柱穴漆は平均で15cmである｡

SB3は､A区のほぼ中央に､SB4と一部が重複するように検出された｡2×3間で､棟方向は東

西 (N-610-W)である｡梁行3.30m､桁行6,10mで､柱穴深は平均で25cmである｡

SB4は､2×3間で､横方向は東西 (N-680-W)である｡染行3.55m､桁行5.40mで､柱穴藻

は平均で25cmである｡

SB5は､2×3間で､横方向は南北 (N-190-E)である｡梁行3.10m､桁行5.20mで､柱穴殊

は平均で25cmである｡

SBlとSB2の棟方位はほほ直交しており､同時期もしくは比較的近い時期に存在 したものと考え

られる｡また､SB2とSB5の棟方位も一致している｡

(3)土坑 (土墳墓) (SC1-12､第7図 ･第8図)

12基の土坑を検出したが､多くは遣物の出土が見られず､時期や機能は特定できないo

SClは､隅丸長方形で､東側が既に削平され､西側も検出面より僅かに10cm程度の深さが残るのみ

であった.鏡 1両が出土した｡12は湖州六花鏡で､2片に割れ一部が欠損する｡径は9.9cmで､厚さ1

-2皿れと全体に評い.周縁は扇平気味の蒲鉾形､鏡面はよく研磨され光沢を挿つが､背面は鋳上がりの

悪さと緑青による腐食で不明瞭である｡紐の頂上を欠損し､その右側に二行の陽鋳銘が見られるO銘は

腐食と手擦れによる摩滅が著しいが､縦3.43cm､横1.76cmの大きさで､ ｢湖州薬石念 二叔家照子｣と

判読される｡

この陽鋳銘は､北九州市足立山頂出土の9面の古鏡の中に､同銘のものが見られる｡足立山頂鏡は､

湖州鏡6両と平安時代の和鏡3両を組み合わせて塩納したもので､そのうちの1面の湖州鏡に記された

針皆銘より､奉安四年 (1174年)に妙見信仰の意趣により奉納されたことが明らかとなっている｡

SC2は､1.40×0.88mの隅丸長方形で､検出面からの深さは15cmと浅く､土坑上半は削平されたも

のと思われる｡両壁寄りの位置から拳大の石と鏡 1両が出土した｡13は八積の草葉胡蝶鏡で､対面する

稜頂間の径で7.36cmを測る｡周縁は僅かに隆起し､鏡面には光沢が残る｡背面は1条の陽圏線の内側に､

紐を挟んで対置するように2頭の胡蝶と草葉が陽刻されている｡

SC3は､1.50×0.80mの長方形で､同長辺の外側に′トピットが見られるO床面は北側から階段状に

深くなり､検出蘭からの深さは最深部で0.96mを測る｡捜土は黒褐色の混土層で､遣物等は見られなかっ
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た｡土坑の形状等から､便所としての機能が推測されたため､最深部の埋土をサンプリングし分析を行っ

たが､寄生虫卵等は検出されず､機能の特定には至らなかった｡

SC7は､A区東端に検出され､一部は調査区外となっている｡不正な長方形で､検出面からの深さ

は20cmで､須恵器要の口縁～頚部の破片が出土した014は胴部に格子日夕タキが施され､短く外反する

口綾部を持つ｡

SC12は､1.86×1.18mの隅丸長方形で､検出面からの深さは15cmである｡獣骨の四肢骨片が検出さ

れたが､遺存状態は非常に悪く､ノJ､片に砕けた状況であった｡獣種の特定は行えなかったが､C区やD

区で近世のウシやウマの埋葬土坑が数基検出されており､土坑の規模や形態の類似性から､SC12も同

様のものと考えられる｡

2.遺構外出土の遺物 (第9図､第2表)

A区の表土や包含層からは､弥生土器や土師器､青磁､白磁､土錘が出土している｡

弥生土器や土師器は､小片が多く､全体に風化気味で器面調整等も不明瞭であることから､時期の判

別が困難である｡1の二重口緑壷は､やや内傾する拡張部に工具による斜め方向の刻みを施す｡2は壷

頚部で､工具による斜格子状の刻みを持つ貼付粘土帯が見られる｡3は壷鋼部で貼付突帯が見られる｡

4-6は高杯で､後円部は緩やかに外反する｡1-6は弥生後期後半に位置付けられる｡

7は小型壷で､張りの強い肩部に3カ所の穿孔を持つ｡底部から胴上部にかけてケズリ痕が明瞭であ

る｡古代末頃の所産と思われる｡

8-11は､重機による表土剥ぎの際にSClの周辺から出土しており､本来土塀墓に伴っていたもの

と思われる｡8･9は､景徳鎮産の陰青文白磁合子である｡lot11は端反りの白磁椀である｡

15･16は玉縁口緑の白磁椀である｡17は繰矧喝器で､碗底部である｡高台内は露胎である｡18は青

磁椀で､見込みに印花がみられる｡19は土錘で､外形はほぼ球形である｡

第Ⅳ章 B区の調査

B区は､低地水EEr部を挟みA･CID区の南西側に位置し､西から東に向けて派生する舌状の丘陵斜

面及び裾部からなる｡斜面は数段のテラス状に整地されており､畑地として利用されていた｡便宜的に､

表土剥ぎと調査着手の順に､テラス面毎にB1-B7区に区分した｡

第 1節 B区検出の遺構

I.Bl区 ･B2区 (第10囲)

Bl区とB2区では､数十基のピットを検出したが､掘立柱建物など明確な遺構として認定されるも

のは見られなかった｡

2.B3区 (第10囲)

B3区では､竪穴状遺構､満状遺構､土坑を検出した.他に､多数のピットを検出したが､現地で明

確な掘立柱建物としての認定はできなかった｡
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(1)竪穴状迫構 (SA1-3､第10匿い 第11図)

SAlは､B3区中央に検出した｡3.10×2.90mの略方形プランで､検出面からの深さは30cmを測る｡

壁沿いの床面に浅い溝状掘り込みを持つ｡上屋構造を支持する主たる柱穴は､南北の両壁際中央に位置

する2基と考えられるが､各コーナー部の竪穴の内外に1基ずつ計8基のビットが見られ､これらも上

屋構造の支持もしくは壁面構造を支持する機能を有していたと考えられる｡遺構埋土は､黒褐色土や褐

色土のランダムな混土層で､遺構の廃絶に伴い人為的に埋め戻されたものと考えられる｡遺物は出土し

ておらず明確な時期や機能は不明であるが､県内各地の中世遺跡で見られる半地下式の竪穴状建物と同

種のものと考えられる｡

SA2は､B3区南半に検出した.2.30×2.00mの小型の略方形プランで､検出面からの深さは35cm

を測る｡南北の壁際中央に位置する2基のピットで上屋を支持したものと考えられる｡遺物は出土して

いない｡

SA3は､B3区南端に検出した｡本来は一辺約4mの方形プランと推定されるが､調査区は東に向

かって強く傾斜していることから､遺構の東半部は検出されなかった｡後世の整地の影響と考えられる｡

西側壁の両端 (コーナ一部)に各1基の杜穴が見られるため､本来は4本桂の構造と推定されるが､検

出された床面のほぼ中央 (本来は遺構の西半)に径40cnl､深さ80cmのしっかりとした柱穴が検出されて

おり､これも上屋構造の支持に関係する可能性がある｡その場合､更に東側にもう1基の柱穴が存在し

た可能性が考えられるが､調査面が傾斜していることなどにより検出されなかった｡遺構埋土中から土

師器片 (架､壷)が出土しているが､数基の土坑が重複し撹乱を受けた状態となっており､SA3の時

期を示すものかは判断できない｡

(2)溝状迫構 (SEl､第10図 ･第11図)

SElは､B3区北端に検出した｡幅1.40mで､長さ10.50mを削る｡壊深部で検出面から40cn】で､

両壁に沿って20-40cm大の石が並べられている｡滞底のレベルは､B3区のテラス面と同じく西から東

に向け傾斜している｡遺物は出土していない｡

3.B4区･B5区 (第12園)

B4区･B5区は丘陵裾部に位置し､畑地としては区分されていたが､本来の地形的には一体であり､

検出された遺構の分布状況にも大きな差異は見られなかった｡掘立柱建物､土坑､湛状遺構､井戸等が

検出された｡

(1)掘立桂建物 (SB1-3､第12区り

SBlは､B4区北東隅に検出された｡1×3間で､棟方向は南北 (N-60-E)である｡梁行3.95m､

桁行5.90mで､柱穴深は平均で30cmである｡

SB2は､B4区中央に検出されたO2×3間で､横方向は南北 (N-40-E)であるO栄行4.40m､

桁行6.75mで､柱穴裸は平均で35cmである｡

SB3は､B5区西寄りに検出された｡3×6間で､棟方向は南北 (N-90-E)である｡梁行4.80m､

桁行11.60mで､東面中央に幅2間､長さ1間の貼出しが見られる｡建物への入口部と考えられる｡
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柱穴珠は平均で30cmである｡

現地で認定できた掘立社建物3棟以外に､多数のピットを検出している｡その分布状況には､いくつ

かのまとまりが見られる｡現地での掘立柱建物の認定作業は､直線的な柱配列や柱間間隔､埋土の土質

差などを考慮して行ったが､既述の3棟以外に建物の認定はできなかった｡

(2)土坑 (SCl､第12図 ･第13図)

SClは､i.90×1.16mの楕円形で､検出面からの深さは15cmであるO獣骨片が出土したO下顎と前

肢骨の一部であるが､風化が著しく獣唖の同定はできなかった｡土坑の規模から､ウシあるいはウマ1

頭が塩辞されたものと考えられる｡

(3)溝状避梼 (SE2I3､第12匿い 第141ヨ)

B4区とB5区の境界部分に､長短2条の溝状遺構が並んで検出された｡

SE2は､長さ19.70m､帽2.00-3.30mで､床面レベルは蘭から東に傾斜している｡遺構は､東西

に直線的に延びているが､西端から約7mの位置で南側へ､約12mの位置で北側へ､ほぼ直角に分岐し､

登 り傾斜で2mほど延びている｡港内には､多数の石が見られた｡拳大-掌大のものはランダムに流入

したような状況であったが､潜の北壁に沿うように､五輪塔の地強や水輪の転用石が一列に並べられて

いた｡

出土遺物としては､須恵器､青磁､白磁､陶器がある｡溝の底面からやや浮いた位置から出土してい

る｡いずれも破片で､周辺から流れ込んだものと考えられる｡

SE3は､SE2の北側に並行して検出された.長さ6.00m､帽1.30mで､西から束に向け傾斜 して

いる｡20-30cm大のやや大振りの石が､満内の一部にまとまって見られた｡

これらの帯状遺構は､埋土の下部に粒径の比較的揃った粗砂の堆横が見られたことから､排水用の水

路として流水があったことが考えられたが､床面が堅く締まっていたことから､通路としての利用も想

定された｡

このような湛状の通路は､都城市上大五郎遺跡の館への入口部や､都城市前畑追跡の徴高地上の集落

への通路跡などに近似 している｡両遺跡の通路遺構には､溝状の掘り込みを挟むように対になったピッ

トが見られる部分があり､門のような結界を示す施設が想定されている｡

SE2､SE3においても､対になったピットが5カ所で確認され､同様の機能を想定することも可

能である｡

(4)井戸状迫構 (SFl､第12図 ･第15図)

B5区南端に検出した｡平面的には3.50×2.30mの楕円形の掘り方を持ち､その内側に内径 1mの円

形に石を組み上げている｡深さは3.20mを測る｡また､円形石組に接して1.80×1.10mの長方形状に石

を敷き並べている｡

検出時は､円形石組の内部も土が充満した状態であったが､調査において掘削殊が2.5mを超えるとか

なりの水が浸み出してきた｡調査では､安全性を考慮し､石組みの平面図を作成した後､石組み内部の

掘削を1m程度行い､2方向での断面図及び見透し図を作成しながら石を取り除き､更に掘削を進める
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句/ 卸 4図 B5区 SE2,SE3 実測図 (1/80)
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第15図 B5区 石組井戸SFl 実測図 (1/40)

-31-



:-I二---tI

37

2
Fh
N ＼､一 Eこ7-I,'25

♂｡

一

30

〔〓U
O

飼

mH
v

,9 3642湾3 ＼当 4

5cm

軍書』=ぞ
二≡三軍

一丁て_fi:-~

43

0 10 20cm

44

0 5 10cm

第16図 8区 (B2-B5区)出土遺物実測図

(20-25･28･32-34141-1/4,26･27-1/2,31-2/3,他はl/3)

-32-



≡ //,,,'} 愚

第17図 B区 (B5区)出土遺物実測図 (全て1/3)
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という手順で作業を進めた｡

この石組み井戸の最大の特徴は､使用している石材である｡8割以上の石は､五輪塔の転用であり､

地福 t水輪 ･火輪 ･空風輪の全ての石材が大きな再整形加工することなくそのままに使用されている｡

石組の構築法を見ると､段掘り状に中央を掘り窪めた竪穴の中央に､板状石 (五輪塔の勉強を転用)

6枚を縦位に立て並べて略円形を作り､その後､一回り大きな円を描くように地輪､水輪､火輪を平積

みの状態で積み上げ､その隙間には空風輪や割れた石の破片等を詰めてバランスを保っている｡

4.B6区 (第18区I)

B6区は､調査範囲の最南端に位置するC丘陵斜面を等高線に沿って整形し､細長いテラスを造り出

している｡竪穴状遺構､土坑､五輪塔の基壊部を検出した｡また､北側や東側の斜両部に廃棄された多

くの五輪塔や板碑が出土したO

(1)竪穴状遺構 (SA4､第18囲)

36区北端で検出した｡本来､一辺が3m強の方形プランであったと考えられるが､その大部分が既

に削平され､1/3程度を確認したに過ぎない｡竪穴構造も削平のためほとんど残存していないが､壁

際に巡らされた溝状の掘り込みを確認したことによって遺構と認定した｡3基のピットを検出したが､

本来は4基あるいは6基が存在したものと考えられる｡

(2)土坑 (SC3･4､第18囲)

2基の土坑が切り合った状態で検出された｡

SC2は1.66×0.80mの略長方形で､検出面からの深さは40cmである｡床から浮いた状態で､10-20

cm大の角襟と二枚貝の貝殻が出土した.

SC3は1.40×0.90mの略長方形で､SC2により一部が切られている｡床から浮いた状態で､10-

20cm大の角樺が出土した｡

(3)五輪塔基垣 (SDl､第18匡り

B6区の北東端に検出した｡2基の地輪を並べて据え､その周囲に10-25cm大の角磯を1.90×1.10m

の長方形状に敷き詰めている｡2基の地輪は､それぞれ50cm四万､40cm匹l方と大きさに差が見られる0

5.B7区 (第19図)

B7区は､B6区の一段下方に位置する｡2基で1対の近世基と若干のピットを検出した｡

(1)近世墓 (SI〕2､第19図 ･第21図 ･第22図)

B7区北端部に､2基並んだ状態の土坑を検出したQそのうちの1基は､i.40×1.10mの長方形で､

深さ60cmである｡床面から浮いた状態で､自然石を利用した墓石 (第22図64)が立位で出土した｡墓

石表面には ｢良元｣の文字が刻まれていた｡

もう1基の土坑は､1.40×1.15mの長方形で､深さ75cmである｡床面から古銭 1枚が出土した｡
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第19図 B7区 遺構分布図 (1/250)
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2基の土坑を取り囲むように､長方形に並ぶ状態で20基のピットが検出された｡これらは2基の墓を

覆っていた上屋を支持する柱穴と考えられる｡

これら2基の土坑から1､2m北側の位置に､切石造りの墓石2基 (第22Egl65-67)が倒れた状態

で出土していた｡これらは､表土を除去する以前から､約半分が土に埋まった状態で地表面に露出して

いたものである｡これらの墓石に刻まれた銘は､ ｢元禄十二卯年 心釆庵良元厨子之塔 三月十七日｣

｢元禄十一寅年 心党法良専大姉之塔 四月初二日｣である｡

土坑内から出土した自然石の墓石に刻まれた ｢良元｣の文字と一致しており､この墓石は､土坑上に

設置されていたものと考えられる.夫婦の墓であろうか0

第2節 B区出土 の遺 物 (第16図 .第17匿い 第20図 .第23図-第28図)

20I21はB2区から出土した｡土師質の鉢で､20は口緑部下に貼付突帯を持つ｡

22-27はB3区から出土した022は聾､23は/J､型壷のロ緑である024は壷胴部で外器面に平行タタ

キが見られる025はSC2出土の白磁皿である｡26･27は滑石製品で､2点で一対となるO平滑な面

を張り合わせることによって､ほぞ穴状となる中央部に何らかの扇平な棒状のものを固定したと思われ

るが､用途は不明である｡

28-31はB4区から出土した｡28は土師器壷で､外面にタタキを持つ｡29は端反りの白磁椀である｡

31は操舵片岩製の磨製石蝕である｡

32-36はB5区から出土した｡32は土師器壷 (複合口線)､33は土師質土器の鉢である｡34は土師質

土器の杯で､ヘラ切り底である035･36は景徳鎮産の染付皿である｡

35の高台内側と36の見込み部に ｢富貴長命｣の文字が見られる｡

37-49は､35区SE2から出土した｡いずれの遣物も蘭に流れ込んだ状況で､床面からやや浮いた

状況で出土している｡37は須恵器壷で､肩部にヘラ状と円管状の工具による刻印が見られる｡38は陶器

の菊花皿で､見込み及び高台内を除いた休部～ロ緑にかけて乳白色の軸を施す｡39は端反りの白磁皿で､

高台の一部に胎土日積みの痕跡が残る｡40は青磁碗で､見込みに胎土日積みの痕跡が明瞭に残る｡41は

土師質の鉢で､外器面にススの付着が顕著なことから直火にかけて使用したものと推定される｡42は蛇

の目高台の白磁椀である｡43･44は全体に黒褐色の鉄瓶を施した陶器瓶である｡45は無軸の陶器喪で､

口緑部下の一ヶ所に往口が見られる｡46-48は槽鉢である｡口緑帯の形状は異なるものの､いずれも無

軸でにぷい赤褐色を里す｡内面には､12条 (46･48)と､7条 (47)の櫛日が､間隔をもって施され

ている｡49は大皿である｡内面に鉄粕による線画が施される｡

50-58はB6区から出土した｡土師質土器 (柿)､陶器 (椀､盤､灯明具)､白磁 (皿)､輸入青磁 (疏)､

染付 (脚付′ト碗)が見られた｡

59-63はB7区から出土した｡59･60は土師質土器の小皿で､糸切り底である｡59はロ緑部にター

ル状の黒い付着物が見られ､灯明皿と思われる｡61は輸入青磁椀､62･63は典付の碗と瓶である｡

第23図-第28区Iは､B区で出土した五輪塔群である｡その多くはB5区検出の石租井戸状遺構 (SF

1)に転用されたものであるが､B6区やB7区の斜面にも廃棄された五輪塔や板碑が見られ､本来は

丘陵斜面を削平した′トテラス (B6区､B7区)に建立きれていたものと考えられる｡本来のセット関

係を復元できるものはなく､部位毎に分けて実測図と計測表を作成した｡
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】 弥生 il'EA_祇rlk A (l5.JI) 一二f1-による斜)I向の刻み ナチ 凪化Ji昧 ナデ 岨化kqt 耶此抽 lyJ此栂 光沢投

2 弥/Ji 東部知 A 貼付突掛 こ斜方向の刻みll ナチ ナ7-'J 風化気味 にぷい此般 炊於 色の柁

3 弥生 17FTtr A LL,.付炎肺 恢ナ7-- 帆化klは 書窃 技胡紹

4 弥生 t,T坪Lf郷 (口捷) A 斜ノ}11.1ハケE3の牲ナデ俳hl;JJI.A.瓜 桝JJrL'i)′､ケEIの牲ナデ 招 IO 半透明光沢枇

5 跡生 a,.;柿畔称 (r1.軸) A 縦 .斜JJ11.1′､ケEl襖ナチ ナデ 姐化試練 伐 l̂I-Jl-ケElの綾ナチ 栂 把 和

6 弥Jl三 拙 A イこ起方向′､ケnの健ナチ 相好ilL( 不延)71両ハケElの後ナチ ミガキ 椅 招

7 弥′LT. 小作hllifJj紬～旺伽 A 穿孔 (3ヶ所) 縦ガr■■r]刷 り ナチ 朋ナ7.J ナ7--- 招 招 の柁

8 臼磁 合 F.滋 A Sl)I 6.3 A:紬に花弁文 施伽 何位ナチ qllよ伏 灰tLl 流徴斬

9 rLJ磁 合す身 A SrH 4.9 El.85 受け部館肋 姫轍止池酸N7 施触 馴扱灰 明 流拙併

10 FE1磁 髄[二1線～休恥 A SD) 描;Jiり 地軸 施iIIF 見込みLd叔 (鴫文) 状n 炊｢l

日 Fj威 捜花餅ll緑-旺部 A Sf)) (17.6) 5.1 6.3 nJZ反 り 施紬 揃缶内軒胎 施軸 見込みrBl崩と(晒文) LJirl 炊ILl

lI 節.LiE拙 ♯ll棟一人7郁 A SC7 ナチ 格 ｢.Elタタキ ナチ 櫓酬1JI( IWJ:iE lJ拝灰

l5 n磁 碗ll操～体恥 A Ti紐ll線 施flT- 施illF :Lkrj 伏tLl

16 Fl礎 碗ll操一体軸 A 屯操lE操 施軸 施軌 LkF'1 Ler'-1

l7 緑'Nl蜘抑 碗岨加 A (′1.2) 施flll fll台L～軒 桁 lgJ悔ナチ にぷいLLi1 灰yltにぷい紹

1日 -TT駐 航路紬.～LgE柵 A 5.I 施軸 rr̂ TL7;台内軒桁 体紬に晒文 魔軌 lT̂止込みに【嗣蔽印花 オリーブ灰 灰白

19 -I:馴i野 土錘 A 良2.,I5 蛸2.35TTit3.1g

20 上riFi淵 *llは～体軸 l12 舞鞘rL ナチ■ ハケFl 凶化Jk峡 灰自 灰1一l

21 I:lbti%;- 鉢l1線 Liz 併ナチ ナチ AA叱Î咲 刺だ 械ナチ 班iG,揺 挫拭櫨

22 J..riii鮮 塊tJ紘 Ll3 SA3 (2いl) 駅ナチの故ナデスス付IIL 良化Jti映 剃IK ナチ 風化J:Tl映 LIl訪-<N 招

23 上riTi掛 u3 Ŝ3 lO.0 ナデ 姐化lilA:- bJ従 ナチ 凪化JX【昧 にぷいn-招 にぷい招

2′l 上riTiul ～ ll3 タダキ ナデ 亦紐 にぷい此招 粒

25 白磁 山托鮎 lt3 SC2 5.83 施軸 施桝 見込みLd叔 灰自 灰TLl

28 土FbFiW dh.朋離 lld タタキ 俳ナチ 灰槻 にぷい亦帖 砂地

29 日贋 咲H操一休恥 lll 梢btり 地軸 施fllF ui自 炊fLl

30 -土師可 土錬 lH 良3.9 幅1.7 鴨10.1g

32 t糾硝子 iJT_I(rj rl5 牒ナチ 横ナチ fAハケFl 憐fな 成凸

33 上rbli坪 鉢tlk li5 緋ナチ指朗!LE 価ナチ 航 .GMJlr.T]ハケ｢】 EAE此間 .fES舵 灰｢1

1 l-_ELili町 岬拡部 li巨 ナデ ′､ラ切り ナデ 技此挺 牲此招 一正

35 放け ll5 (7.Jl) 施仙 姓付軸dJぎ 施fllE 灰自 灰｢■】

36 放け 帆口緑.～LJt恥 B5 (13.7) (7.0) (3.0) 端反 り 施軸 1-と付和刺ぎfT,i台nに放射状のrI11り山 施鰍 明般LAf 炊rl

37 芽i出WI 堀ll操.～胴柑i l15 SL:2 5.E17 lq6-;ナデ 臼然軸rT柵に劇rlJ 回畦ナTIJ 山林軸 灰臼にぷい個 灰Fl.以三

38 陶滑 射花ml~はま～Jd:戟 LIB SE盟 (114) (Jl.I) (2_751 施flrl Pt71台n軒胎 施軸 見込み軒胎 映F1-.灰l∫lにぷい班段灰ELl

.19 rl牒 Jmlはま一成恥 ll5 SE2 (lD_55) 14rJJ 2,8 糊Jiり 地軸 机上Llfiqみ T.q缶F～粛批 確執 Ii<LL) 灰rL1

10 Iy破 碗体紬～伏知 lーEt SE:2 1.05 魔tlIJft人 脈上rlの,LE施利IでとI.r軸剥ぎ 施帥rr入船 ヒFlの灼節 灰オ リーブ 炊 Fl

一日 +.師野 鉢[:)緑～体助 B5 SE2 (tD_2) ナチ ナチ にぷい茂紹 灰｢】 砂f立

第2表 A ･B区 遺物観察表
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地 物瀬 せ 格 別 '船 棚灘 は LII｣二地 r< PLI l地 点 TLL:L辻(cn) I-- 放 . Aq 脇 . 文 排 ほ か 色 加 + . 辛. ± 鵬 々ll絶 止∈ 経 継 J.i 外 面 内 面 外 TEi 内 面

43 舶沖 肱Jur:% n5 SE2 施.flTIl'Î 脱胎 恒】柾ナデ .L仏和 にぷい短

･= 胸抑 B5 SE2 施.flLIrf人 施fIJF(下軸/}}鮮N.'ー 淋栂にぷい封 炊き

Ll5 内港 牡ll操-LLt和 lI5 SL;2 l9.25 l2.75 l2.65 rl操 ド部に江rlA ナチ 工丸による-ケ｢l状のナデ 横ナチ 斜JJ'向の l:良砿 ナデ 梅坪にぷい此 炊栂 7LI大の灰白の粒

16 胸肝 捕鉢仁一息女～雌部 B5 SE2 (25.○7) (13.伝) (]I.6)ナデ 棚ナチ 捕im庄 回転け デの後縦L2灸の価｢】 此fa.招 にぷい地相にぷいfta のホZ 1m)rl

17 仙椎 相称 ll5 St:2 (3l.27) [_"J転ナチ 折 り返 しによるH縫ii川2JrT, ナチ li.惟け デの後kuJlI.lに にぷい紐 拒 q)也

Lは女～胴部 斜カl''.Jに迎名立した工見蔽 7集の柑 El にぷい此如

Ll8 剛粒 相称lI縫～朋勃 lI5 SE2 M転ナチ ["F転ナデの後縦方向にl2灸の牌E1 にぷい赫弛 にぷい亦拍栂 Q) 減刑

50 l二Wi軒 柿休排～臆伽 B6 SC3 tnナチ 朋ナチ にぷい血laにぷい曲招

EIT 丁)l磁 舶H線一休軸 ll6 施軸 lT入 Ig文 施伽 rf入 灰オリーブ 灰此

52 uhl淋 軌｢l線～林地 ll6 (12.0) 拙反 り 地軸 帖下部甜胎 魔帥 他 .!11.他 にぷい弟位

53 rjI磁 JlnL一線～椛軸 rI6 (日.0) (6.6) (3.0)端!放 り 地軸 J.-I:付柵剥ぎ 施tllL JiAf白 以仁l

5/1 払t.T 脚fTL.r小髄体下部～脚部 l16 (3.8) 施帥 脚下純射析 施却F liAfh 灰r-I

55 陶抑 棉= rI6 駅ナチ rl終刊1 洗い比線 棚ナ-7 )火,h 班赤

56 伽:扮 班｢l縫 ll6 折 り出 しによる五校状のFl扱 仇ナデ 俳ナチ にぷい他 灰弛 茶褐色の砂粒

57 内船 灯lH.抜H掠～畦FEEi Ll6 (5.9ー 3.9 【4_55)施軸 ナ7-- 糸り川 庚 施軌 炊栂 明亦佃

58 鵬NL 灯l,脚JA価 ll6 辞イL 施#r刺l潤まり ナデ 軸のTrEれ 椛ナチの操縦 .斜ノJ-向のナ7- .IJ.i 灰

60 上御許 帆rl捷～比軌 LlT 3_7 スス付IT 併ナデ 糸切り ススiJIT ナデ 招 招 fT-朋-1L

59 土師ff 1皿LE郭 B7 (3.7) 排ナチ 糸切 り ナデ 雌 恰 稚抽IL兜択拙

6l 1■[蔽 鶴｢はま～休mi rI7 施剰I しのぎ雄弁 施伽 灰オリーブ 灰山

62 典1.r 咲ll操～推知 ll7 lO.一t 3.95 施ALI1一之一.r軸剥ぎ 施illF )火自 比fLl

第 3表 B区 遺物観察表

iEl物柿 .Fl. 紫 種 調査 区 出土地点 石 材 最大長(cm) 最大l帽(cm) 最大厚(cm) 爪 瓜(g) 備 考

12 湖州 六花鏡 Al SCl - 9.90 0.42 55.6

13 ZS来 朝蝶 頼 A1 SC2 - 7.30 0,38 19.8

26 滑石興 品 B3 SH7 滑石 4.15 3.05 1.65 29.4 27と一対.

27 滑石別 品 B3 SH7 滑石 4.l5 3.05 1.50 24.i 26と一対.

31 磨救石轍 84 紬 執ま片rti 2.90 2.00 0.30 2.7 先端 部欠 損

第4表 A･B区 遺物計測表
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地物爺号 放 JIt (CI) ト 打 備 考A l a l b l c l d l c l r l g

69 30.2+a L7.]+ロ l.5 令.6 3.7 2).0+FI )8.6 7.Ll 搬状岩

70 30.0+○ 15.4+cL 0.4 9.2 5.2 2l.5 20.6 9.3 私灰ilT

71 28.3 lJ1.2 0.6 8.Ll 5.8 ]9.0 ]7.8 7.0 搬状岩

72 25.4 ]Ll.2 - 8.3 3.0 20.2 )a.8 7_6 凝灰韮Jt

73 26.8+C1 15.9 0.EI 6.0 4_5+A 20.0 15.8+EI 7.5 軸灰AL

74 28.6+cL L7.2+cL 0.4 7.3 3.6 l9.8+cL 18.8+cL a.0 溢炊r_T

75 27.1 12.8 - 7.5 5.9 】S.6 ]7.4 S.3 牡灰患

76 28.I1 )7.7 0.3 5.6+Lr 3.3 20.6 l6.0+Ll 8.3+A 撮LkiJT

77 27,5十〇 16.a+a - 7.7 3.4 20.LI+cL 19.5 7.6 捉灰 J.

78 30.5+dL l6+α 0.5 9.2 ･L2+A 22.3+EI 20.2 9.0 鰍 ill

26.5十 〇 2l.0 - 6.0 - 22.5 23.a - 牡灰il

26.5 J3.0 l.0 8.0 Jl.0 l9.0 19.5 8.8 性状iJT

2.I.5 10.0 - 9_0 5.5 16.0 )5.5 a.5 捉灰 J.

2J1.5 JO.5 - 8.8 Jl.5 ]7+A l7.0 8.0 搬灰ilt

27.5 )6.5 - 7.5 3.0 20_5 20.0 7.a 牡灰ir

25.0 l6.0 - 9.0 - 20.5 .汁州なし - 如灰JJか

22.0 13.ら - 6.0 1.7十a 17,0 I.1十cL 7+cr 捉灰1㌧

22.0 13+a - 6,5 L_5+α 15,5+a 14.5+α 白_5+α 牡妖岸JIL

19.5+El 7+α I+rt 7.2 Jl.5 17+rL 15.5+El 7.5 tW(1}

l7.5+○ ll,5 - 1,5 - Ill,5 川.3+○ - 鮎灰砦

17.7+α 10.2+α - 6_5+α - )3.5 川十〇 - 疑灰 J.

25.1 )3.3 l.2 6,4 ･1,2 J8,8 J7,9 7.1 柾灰LL

28.i J6+α 0.7-+α 6.5 Jl.9 21.I )9.3 8.6 椀L東ill

30.5 16.3 - 7.6 6.6 21.6 20.7+A 12.4 就灰よき 不明

17.9+α ll.0 0.5 ll.9 J.5 )9.2 ]9.6 5.6 弓馳火1■㌻

30.2 )7.1 0,9 7.6 -I.3 2Ll 18.0 9.3 税灰.む

25.1 )3.3 - 9.1+α 2.7+a )6.8 )6.4 7.8 鰍 i■} 不明

26.5 ]5.6 0.8 7.0 3.1 20.1 )7.7 7.8 鎚一天ill

24.1 J3.5 0.6 6.9 3.I )6.8 JJl.9 8.6 狂乱l三1■㌻

20.0 lL.2 0.8+cr 6.1 Lg ]8.3 15.1+E) 5.8 M J. 不例

20.1 12.6 0.4 )9.3 0.8+4 )5.0 日.7 4.6+4 粒灰ilT 不明

2).7+EL ]2+EL A.0 7.5 2.2 )6,8 )5.9 7.2 槌灰エ} 不例

25.1+El L2.2+α 1.l+α 7.5+α 1.6+α 20.3+氏 17.7+EL 8.Ll+α 弓馳火 Jf:那

2′t.6 l3.8 0.8 6.1 ▲t.2 17.5 )5.6 7.9 uI9fJ.

27.4+EL 16.5+α 0.8+a 4.9+a 5.2+a )7.3 15.0 8.9 払灰iLT

23,2 t2.0 0.4 6.LI Jl.4 )5,4 )6,4 7.5 鎚灰IT

33.5 l9.l ll 7.8 5.5 22.8 20.1 8.9 脱灰Et

27.Jl 15.3 l.0 6.9 JI.2 2L.8 20.1 9.2 撮JRi■T

ll.】+α ll.】+α - - - 16.7+A - - 税J.iCilL

67+a 67+a - - - 16.4+a - - 村山≡ilT

22+α 10.3+α ).90 6.90 2.90 )5.50 lJl.50 6.Ilo !旺灰El

第5表 B区 空風輪 法量表

地物辞 iJ,. 班 .fJ;(cl) 巨 7I tT 脚 やB l h l l l J l k l l l m l n l o l p l q

79 25.5 lS.l 9.6 0.a lJI.4 1_6 LL).6 lO.0 2).0 16.a 5.5 FーJ 屯石灰ユ

80 2l.3 8.一t lO.8 2.1 12.Ll 2.6 L5.4 9.8 15.6 15.Jl 7.1 LgITI 逸話i火ユ

81 15.6 9.2 5.4 ).0 7.Jl 0.0 l3.0 7.3 17.0 14▲6 5.0 rtJ 如灰1'

82 2l.0 12.0 7.6 J.1 10.7 0.7 l5.I 9.3 20.0 18.2 6.1 lLJ 捉〟∈ユJF

83 22.5 8_3 10,4 3.8 12.6 2_7 l6_ー 9.0 16.LI 15.令 6.6 IqTrJ 搬灰岩

81 19.I 10.0 8,3 0.8 8.2 0.8 l4..1 9.9 19.ー 15.Jl 1.7 抑円? 柾uuL'I

85 l9.8 10.2 8,6 LO 9.8 0.8 lT_5 lO,0 19.I 17,2 5.9 ～.TlJ 粒灰Lit

86 2LT 】2.7 8,0 I.0 乱8 0.8 L2.Jl 9.6 18.,I 1乱0 6,1 円 和lJflJJt

87 l9.1 13.6 ).1+a. 4.Jl十d 6.0 2.0 16.7 IO.I 20.0 20.0 9.2 lリ 楓火ユJ.I
88 22.3 9.0 II.8 I.1 Ll.2 1.0 l6.6 8.8 18.2 7.7 6,4 mlJlJ 枚uuJl

89 25.6 川.一l 9.2 2.0 I′l.2 0.8 - 9.0 22.9 20.0 7.0 rlJ 範炊ユ

第 6表 B区 火輪 法畳表 1
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迎物tR=指- 怯 一lt (CI) 巨 穴 市 田 biG 考R l ll l l l J l k l l l n l n l o l p l q

91 19.LI 】7.7 I.6+ct 4.0 4.A 3.0 l3★JL 9.0 18.5 15.7 7.0 Lrtllq 如灰岩

92 27.6 21.2 4.4 2.0 3.a 3.JI 13.2+O 9.7 18.7 18.0 8.2 r一l 如灰半チ

93 17.0 6.2 lO.0 ).2 9.0 I.0 L8.2 8.0 16.6 川.0 7.6 lrLl.n 軸灰岩

9EI 19.2 10.7 7.4 I.2 4一B 10_0 - 3.0 19.8 17.Ll 5.0 LqIrJ? 鮎灰■

95 18.6 8.2 6.0 4.2 9.令 0.9 lLL3 7_与+rt 14.5 13.4 5.9 mlq 如灰岩

96 19.0 &7 - - 9.a 2.2 - 9.0 16.9 14.6 7.7 Inln 如1火ユ号

97 19.I 14.8 3.5 0.5 3.0 1.2 l5.I 6.1 15.7 川.6 3.9 lrLllq 和灰岩

9.9 5.0 a.5 ).5 1).8 3.0 15+LL 19.5+dL 18.5 - 4.2 - 獅JR.{

Ill.0 3.8 9.5 ).0 14.0 2.0 23+Ll 8.5 ILL.0 13.0 3.0 LqJlJ形 牡灰

L9.8 ll.Jl 5.9 2.5 A.2+a - 19.5+亡ゝ 7.9 20.5 18.5 3.5 抑LJJ彬 ULA:

22.6 8_3 日.0 3.3 5.5+A 9+El lq_5 8.a+ft 17.5 l7+A 6.6 PJJlJ形 私灰-

26.8 l7.6 8.0 ).2 10.5 0.8 l7.6 l2.1 18.7 17.6 6.2 トー~】形 聯1火イ

22.3 lI.3 9.5 ).8 13.7 】.6 20.8 ll.4 22.5 23.0 9.6 H形 哩灰

17.8 12.3 3.2 2J 4.8 1.5 l2.9 7.2 日.0 13.5 J1.7 円形 私灰

21.8 7.0 lO.2 一一.6 12.9 3.2 l6_3 8.LI lS.LI 15.0 6.2 lLlJTJ形 軸灰-

17.2 0.0 l3.6 3.6 6.6 2.ノI 31.2 ll.6 20.0 】9.8 6.3 四ftJ形 軸灰

2LI.7 12.6 5.3 6.8 7.6 LL8 20_6 9.8 2).5 22.5 5.8 LqITJlf多 牡灰

25.2 10.6 10_良 3.8 15.0 3_6 2.0_0 7.6 19_7 17,Ll 4.6 PtIfrJ形 搬灰や

L9.6 12,3 3,5 3.8 4,2 3_0 20.6 [0_8 19.6 18,2 6,2 Fr]形 和灰岩

2).0 &1 7.4 5.5 9.l 】.5 12+α 8.0 日.6? 9.8 5.0 LqITJFf多 恥灰去,I

23.4 ll.2 lO.2 2.0 10.8 ユ.6 18.5+cL lO,4 20.3 18.0 6,i - 晦灰Lll

17.8 10.8 6.2 0.8 6.2 1.7 13.5 6.2 1一I.9 - 6.8 - 凝上火17 2つに分捌

13.9 8.3 3.3 2.3 6.9 I.2 ll.5 9.】 Ill.2 13.I 5.2 - 和灰1-,I

l8.一l+α JO.4+CL 一I.9+EL 3.1+Dl 2+a 7+EL JJl+a 8.8+α 19+a L9+EL 2.3+EL LglIJ形 )提kAu-チ 食作的に)'P.fG

16.7 10.5 2.2 - - - l6.0 8.0 17+也 - 5.g+u LgIrJJf多 軸JJ:Lt下部2/3火

20.4 日.8 6.2+EL 2.▲1+α 7.5+α ･l.5+cL 15.一l JO.I 2t.5 22.0 6.4 rJJ形 範上火llt

l5.3+α ll.3+a 3+tJ ]+α 3.2+α l.I+(1 I一l.7+cL 8.6 LLl.5+a J3.8+(1 4.8+El - 如灰ユl† 全体的に仰托

22.9 ll.5 9.6 J.8 8.9 5.5 l5.2 ll.0 20.5 19.9 5.0 LllJrP 顎｣火ユ一チ技量ll亨

18.5 5.0 l2.0 ).5 川.0 2.] l6.2 8.8 17.6 15.0 7.4 PllrJJf≠ むは

16.9 12.4 2.2 2.3 1.4 1.6 17.0 18.LI+A 18.5+a - Lg舛l伴 削 ■ 他格から転用か

16.9 10.9 5.7 0.3 6.5 2.3 l2.0 6.8 ILL.8 13.5 5.1 llj形 如灰Jf

19.8 10.9 7.1 J.8 8.5 2.6 l5.2 [0.4 20.1 19.0 6.1 FIl形 )捉㍍ 迷妄lrf(LIケl)i)

18.6 9.2 6.2 3.2 8.Ll 2.1 l3.5 7.Ll 16.3 15.0 Jl.5 lり形 如灰

13.2 5.0 6.8 J.2 4.9 2.1 15.0 8.4 8.2 12.6 Ll.4 EgPl形 私灰ユJざ

l9.5+α ]7.5+a - 2+α - - - 9+a 7.7+rJ - A+a LLlflJ形 如灰封 IT.部欠航

第 7表 B区 火輪 法畳表2

ユ鉦物･辞サ 法 枇 (C4) ト LJ★ JT ud 考C S L ■】 Y V

98 2LlO 5.10 27.00 lO.60 369.仰 2一1.50 PqllJ 柾伏恕

99 l9.lO EL20 28.IO 9.30 3L30 l9.50 四角 撮LhpJ

loo 20.80 3.80 22.90 lO.20 3l,30 2l.30 PqIIl 杜灰分

lO1 22.90 'l.lO 23.00 lO.80 31.40 22.20 凶JlJ? 暇JiLeエ}

lO2 22.60 5.80 27.10 l3.20 36.70 27.90 四JrJ? 柾炊皆

JO3 20.00 8.50 27.8+a 15.50 35.70 16.2+α 円 梅丘CIJJ

-Orl 2),60 ･l.10 26.Ll0 9.JlO 36.20 37.80 lqllI? 杜灰岩

105 27.20 7.80 29.0+也 9.10 Jll.50 23.20 四JLJ? 凝LRエ}

lO6 l9.80 5.00 21_0+α 】2.50 33.20 lG.JI+cL PqlIJ 粒灰封

lO7 21.50 5.10 27.90 lO.00 37.00 5.0+oL 四IIJ 如灰T,I

lO8 19.90 zl.20 27.70 】2.60 33.Ilo 24.00 PIHrJ 撮成 瀬

lO9 I9.Ilo 6.50 23.2+α lO.30 33.20 23.00 円? 独灰潜

JIB 30.50 8.30 22_00 5.90 33.00 23.00 tll 荘灰1d;.

第8表 B区 水輸 活量表 1
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出物席 号 泣 lik (C)) l RVJ.( 市 ef ti17 月c l s l L l u l v l v

ll2 別_70 ら.10 28.00 14.90 39.Ilo 27.00 ∩ 払灰岩

113 27_60 - 19.20 - 39.日0 日.5+cr - 軸灰長一T

llL1 I6.50 2.30 23_2+a 9.30 29.70 24.00 Ptllrl? あさ灰岩

llS 23.00 2.20 20.00 5.70 36.90 日.20 PtJltJ 粒灰J

日6 20.30 - 28.6+什 - 33_90 3L.El° - 鮎灰

l】7 29.30 9.00 28.50 l8.6+a ll.60 25.BO ∩ 軸liAe岩

ll8 20.80 - 3J.00 】4.50 - - l一一 あ壬灰岩

ll9 25.30 9.Ilo 3,I.5+tl 15.JlO Jl3.70 32.80 ll一? 畷JiAei-T

l20 31.00 3.90 26.30 日_70 39.70 27.40 】11 搬灰1-T

l6.50 Jl.00 18.50 8.20 36.Ilo 30.00 ltJ 一錠ムゼi-F

2B.70 5.70 25.30 ll.00 24.20 26.40 PtHlJ 軸灰半チ

l9.50 3.50 - 7.00 3】.70 23.50 凶角 村IiAeユー†

20.00 5.30 24.00 8.50 33.30 20.00 】11 脱灰i-T

20.30 - 17.50 - 25,)0 20.00 - 私灰n

lB.JtO 3.BO 26_50 9.60 29,Ilo )7.40 lt1 私灰半チ

l7十Q 2.80 3,I十o 】0.00 38.70 - 四角 むLhuI
20.40 3.50 32.2+a 10_60 35.60 3l+A PqPJ 鎚灰1-T L二両bJ稚多し

20_00 7_80 LB+A 8.20 25,3+O 17+20 Trl 私灰封

2B_00 2.50 24.50 ll.50 3B.00 22_50 杓llJ 搬灰L-チ

l7_00 2,20 27_00 10_00 30.60 25,5D PqllJ 粒灰岩

20.JIO 2.80 26.BO 9.20 25.80 33.LID PLJllJ 捉灰1-T

l8.20 Ll,80 27.30 8.80 31.20 2′l.70 四角 軸灰Lt

20.30 3.70 22.20 8.30 30.)0 )9.00 四.Iq 畷1火ユJt
7.80 2.90 28.00 】1.00 31.20 25,10 H 和灰lJl 約 1′3欠航 下にも穴

31.30 - 27.60 - 39.60 25.60 - 如u≡ユ̀†

l7.00 7.50 - 10▲00 ▲tL00 25.00 凶f/I? 軸灰Lt

17.70 3.90 25.00 9+α 32.00 25.00 幽JTl? 垢EJiAuJf ヒ剛火ffl

21.00 7.10 23.50 10.00 2B.00 2′l.00 Ill hf灰ユ一千

20.5+a J.8+E} 37+α 7.5+也 12.00 33.50 ugVl GtIiAeiJチ

20.50 6.50 27.00 】0.50 34.50 27.50 - 杜灰

22.20 8.60 29.50 13.40 26.Ilo 22.8+a 円 砺石J火

)2.4+也 2.70 2)+也 7.3+α 27.3+o - HlI1 鎚灰 下部欠ln

)Ll.7+a - - - 29.50 2J.6+也 - 凝ム増 ヒ和久甘l

)7.5+cL - - 6.5+u 29.II+a 20+¢ MlrJ? 軋灰 [二部欠fLl

J8.4+a - 12+也 - 27.5+也 )5+a - 軸灰lJき 約 1/2欠航

21.0 - 2S.2 - 34.2 2B.9 ? 和1欠TI

21.3 3.5 )6.6 LLg 34.7 27.1 - 枚ム々ilJ

36.0 ･l.2 25.6 13.I 42.4+EI 28.7 ワ 凝LRAJT

37.5 9.9 - ll.7 28.0 l9.2 円 む1火JL-i

17.2 Jl.3 26.6 ll.2 32.Ll 25.5 】】1 凝L沌ユlT

21.8 3.6 26+α 9.0 39.5+O .30.2 凹一角 職ム々iJj 風化.刺拓が多い

21.Jl 2.9 26.0 9.5 33.9 25.8 凶角 狸LRiJ†

J2.L+e-_ 3.5 2l.2 7.6 26.6 16+也 円? 収灰工t r.■部欠的?l額托
15.7 2.8 26.9 10.2 32.l 21.0 l]J 凝EAeユJt

26.2 - 19.8 - 32.3 26.8 ug.lq? 牡灰-

20.9 5.0 27.8 10.0 31.7 L5.8 ll1 RLRi一†

20,9 a,1 25,8 7.2 35,8 29.Jl 凹JlJ 搬灰呈T

20.2 l1 22.2 8.0 31.l 25.3 糊l1■】 凝bA≡ユlt

)3.2+也 3.1 26_2+¢ lil.7+o 20.5+¢ 25.6+¢ PqlrJ 軸灰iJT 雌托

6.8 3.0 19+也 lO.5+α 26.8+EI 16.8+4 PLJlq RueiJ† 2分抑l

第9表 B区水輪 法皇表2
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泊物爵F> む三 ilt l J n ■D l x

ー2ー 日.3 27.9 柾灰主計

)22 川.8 35.5 捉灰1号

I-23 15.3 37.I 挺灰岩

]2一】 lLLL 37_2 一il天エ}

ー25 12.9 32.0 柾灰圭と

)26 15.8 45.9 如ムLfrq.

IZT Ill.8 29.4 鮎灰岩

L28 ]1.3 34.L 秘ム巧[

129 12.6 JO.7 柾灰 し

130 15.令 39.7 晩成ilT

l3】 15.0 Jl6.9 杜灰ブナ

15,l 38.9 和灰i'.i

13_9 46.0 松伏 し

8.2 29.8 私灰JlT

放物源一> 沈 Jit 巨 ㌍ 併Il ,考D l x

LO.3 33.8 抜去灰I.!

13.5 30.0 碇EPu

16.2 35.5 鮎灰ガ 3分捌

L3.I 17.1 削占(iJ.I

9.9 38.7 如灰朋

L3.9 37.7 艇灰il.I

12.7 32.6 屯f灰T.I

【7.6 52.7 l■

l5.1 Ilo.8 払弘(:-1■}

ll.6 3I.1 擬上々u

12.3 27.4 砺EEAelJ}

l2.8 叫l.0 l■

L2.6 37.5 垢uk-1■.I 火槍に転Trl(I)1l工途r11)

第10表 B区 地輪 法皇表

iEt物肺号 淋 偶 泣 l託 l J U bill -ち-～,i 奥行き 向き

61 咲イ丁本体 25.6 21.6 63.5 砂 fF 近ILHT(Ij雛イ了).止rnに r良フt｣の刻字

65 韮石.本体 24.Jl 17.3 61.2 樫灰封 近lP:乱 7Em こ ｢元祉+二卯年 心束庵山元捕士之略 三JH-ヒrlJの糾rト

66 机石本体 23.0 16.6 6JI.8 軒灰於 近lh.爪 , LE両に ｢ノ七禄十一JJf勺二 心党u:,良.5人称之搭 凹)Jか)二lり の射て=

67 台座 38.6 ユELS 16.7 軸灰11L 近llt品

ナ㌻座 39.9 39.0 18.1 如灰岩 近I!t梢

第11表 B区 墓石 .板碑 法畳表

ト-ヽ一一一一一一一一-1
[二戸コ1
石塔の各部名称

(正面) (右側面)

板碑の各部名称

第29回 五輪塔法量凡例
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第Ⅴ章 C区の調査

C区は､林遺跡の北半､市立伊形小学校が立地する独立丘陵の南西向き斜面と裾部に位置する｡丘陵

斜面は､数段のテラス状に童形され､畑地として利用されていた.調査の進行にあわせ裾部から順にC

1区､C2区とし､C7区までを調査 した｡

C1区-C4区にかけて､旧石器時代から縄文時代の遺構 ･遺物､中世-近世の遺構と遺物が検出さ

れたが､C5区-C7区については､特に明確な遺構は検出されなかった｡

なお､旧石器時代及び縄文時代については､接合資料や同一母岩等がDl区にも広がることから､第

1節及び第2節については､C･D区まとめて報告したい｡

第 1節 旧石器時代

今回の調査ではC1-4区の一部とDl区で包含層の掘り下げを行い､旧石器時代の遺構と遺物が確

認されている.主にⅣ層-V層上面で石器群を確認 し､調査期間の都合上､一部の掘り下げに留まった
が､Ⅶ層中からも出土している｡ただし､前述のとおり､表土下がすぐにⅣ層になることや後位の遊構

が掘り込まjtている等の要因により､造物の包含状況は芳しいとは言えず､特にC2区の中央-東側､

3区の中央部については後世の遺構密度の高く､かなりの影響があったものと考えられる｡またⅣ層中

からは､純文時代早期や晩期の造物が僅かながら出土 している｡当時の記録等が鯉いため､詳細は不明

であるが､混入の可能性が高い｡さらにDl区では他の地区よりも傾斜がきついためか､縄文時代早期

の包含層であるⅢ層中からも､同時代中の遺物と混在するように出土 している｡

同時代は大きく3期 (下位より第Ⅰ文化層から第Ⅲ文化層)に分けられる｡以下､文化層別に説明し

ていきたい｡

1.第 Ⅰ文化層 (第31図 ･第32囲､第14表)

第Ⅱ章､第3節でも述べているが､C1区北側からC4区南東部､Dl区中央東側で掘 り下げ作業を

行った (第30園)｡なお､Dl区南側についてはⅦ層が確認されていないため､ トレンチによる確認の

みで終了した｡

石器は､C4区L･9グリッド南側で

3点､Dl区E･12グリッド北東側-F･

12グリッド南側で2点､総計5点がⅦa

層下郎より出土し､その内訳は剥片4点､

右横1点で､石材はすべて流紋岩 (76.9

g)が利用されている｡そのうち､Dl

区出土のものについてはⅥ層が殆ど認め

られず､V層と接するため､上層からの

落ち込みの可能性も考えられるOここで

は出土層を重視して報告したい｡

1 2 3 4 516 71819いoll1ユ1314151617

M C～i ⊂6区 しさ ⊂7区DLLl D-5 ＼ヽ

し ′メド1～ ⊂4区ノ一一■｢■一ヽ._†ー ニ⊂3 DD4区

K

｣ ⊂2⊂1区A 区 D6D3区

I 1区 区 -A

H

G ノーI/一ノILJ Jヽ-～ー ヽ

F ＼

E 7

D 匡( 84
B A1 0 50lTI

※7'ミの姫LIBはⅦ眉LW血脈L用を示す｡

第30図 C･D区Vlり雪 調査範囲 (S-1/2.000)

- 52-



※等裾線はV屑上面のもの｡C1-4区及びDl区の一点破線内(空自)はⅧ屑以降の露出肥l乱

第31回 C･D区旧石器時代第 Ⅰ文化層遺物分布図 (S-1/1,100)

第 Ⅰ文化層

第32図 C･D区出土石器実測図1(S-3/5)

-53-
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132-134は剥片で､同一母岩のものである.おそらく､石核から求心状に剥出されたもので､その

うち133と134は打面が撰面であるQ後述する流紋岩I類製である｡

135は右横である｡全体的に赤化しており､火を受けた可能性が高い｡異なる風化面を持つことから､

打面転移を行いながら剥離作業を行った石核を利用し､平坦な面を打面に設定して､そのまま､剥片剥

離を行い､横長の剥片を剥出している｡後述する流紋岩V類製である0

2.第Ⅱ文化層

(1)迫構

遺構はC･D区で､棟群25基､小土坑2基､自然流路1条が確認されている｡

磯 群 (Sl) (第33図-第36囲､第12表)

樺群は25基 (C1区11基､C2区10基､Dl区4基)確認されている｡検出層は､Ⅳ層中位 (C-

SIl･2･5･6･14-20･D-SIl)､Ⅳ層下部-V層上部 (C-SI3･4･7-13･21･
D-SI2-4)の2つのピークが認められる｡形態的には縄文時代の集石逝楠に近いものも含まれて

いるが､ここでは検出層位と周辺で確認されている遺物を重視して､本時代に含めた｡

分布はC1-C2区の比較的傾斜の緩やかな範臥 二多く分布し､C1区中央東側 (CISI5-9)

とC2区西側 (C-SI13-17)の2箇所にまとまりが認められる｡

形態的には､浅い窪みもしくは掘り込みを有するものと持たないものに大別できる｡そのうち､浅い

窪みもしくは掘り込みを有するものはC-SIl､C-SI2の2基が確認されている｡また襟の密集

度は散漫なものがC-SI2･9･15･16の4基で､他は密集しているO

構成樺は大半が砂岩で構成されている｡そのうち50点未満の裸で構成されているものが多く､全体の

約44%を占めるのに対し､100点以上のものは全体の20%であるOそのうち､C-SI14-16について

は他の襟群と比べ､20cm大程度の大形の硬状の磯を多く利用しており､他の裸群と様相が異なる｡遁構

内では､炭化物は7基 (C-SI2･4･11･14･17･18･D-SIl)で確認されている｡またD

-SI2では炭化物は確認されていないが､タール状の煤?が磯に付着しているものも認められたo

遺物はC-SI3･16･21で出土している｡そのうち2点について固化を行った｡136はエンドスクレ

イパーである｡流紋岩Ⅰ製｡自然面を有する厚みのある剥片を繋材の末端に刃部を作り出している｡137

はサイドスクレイパーである｡幅広の縦長剥片を素材に左側緑に連続した加工を行い､刃部を形成して

いる｡頁岩Ⅱ類製｡

小土坑 (SC) (第33図 ･第37囲､第13表)

小土坑は2基確認されている｡いずれもⅨ層上面で検出したが､当初C-SC7の検出時にⅤ層また

はⅦ層が超源の埋土を確認したことから､周辺の掘り下げを行う際には慎重に作業を実施したが､C-

SC8についても､V層またはⅦ層中では確認が困難であり､Ⅸ層が現れてきた段階で結果的に確認で

きたという状況であった｡

いずれも楕円形プランを呈し､いずれもほほ主軸が揃い､等高線に直交するように構築されている｡

検出面からの深さはCISC7が0.53m､C-SC8が0.66mを測り､遺構間の距離は約23.8mを測る｡
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1 2 3 4 5 6 7 8 19 110 ll 12 13 14 15 16 17

M C.NLi ⊂6区車-ヽ●C-SHOA3区 lQLL■亀ucc_-3.8,慧≦⊂-srl5＼∈_主日2･⊂-Slll⊂-SlZ C2区･二三:,I:こ-翠⊂-Sl14⊂こSlt6､.､ (-Sl(-SIS◆ ( -~'C5区⊂4区-■IL■1--IC3区､-:''避C0-5■lヨ ⊂ 7 区 Q､■ ヽr ､ヽ.･.･._一一∫, -＼ ノ - フ 6-5Ih I' sl4.+~L､ .1.､ゾ■.､I1ヽ ′I, ､一一′D5区′~■ヽD2区サ1､l +D7メ

L ヽ､､._⊂-sl3■⊂-～l4モ有

K D4区

｣ D6区D3区

I ′ ′ヾ ■ D-D-Sl3_､SIZ ∫

H

G ⊂1区薄 ､'､一ヽヽ ■■

ド

E Tl ---】o伽

D ⊂-Sl6 ∫-⊂-sl9 L D-Sll ■~~I-ノ ー. 90h)D1区

⊂ B4区 aJh

※等高線はV屑上面のもの.Ci-4区及びDl区の一点破線内(空白)はⅦ屑以降の露出拒困.

第33図 C･D区 旧石器時代第Ⅱ文化層遺構分布図 (S-1/800)
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第34図 C･D区襟群実測図1(S-1/30)
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第35図 C･D区襟群実測図2(S-1/30)
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第36国 C･D区襟群実測図3(S-1/30)及び出土石器実測図2(S-3/5)
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iB捕#SI 州立 詞丑l考 I/リッド fu｣二j且肋 銀の純理 (m)伯火JlxJa火佃 滑り込み加悦(rrI)砲火JlxA"LJCJjx汚さ 座絶仰故 #の密度 価 /j

C-SH lV Cl C.4 - I.LはXl_17 l2ー 密 段の人l紬 't砂iL,Lでf4凪 }-i形に近いものが多く.亦lヒが著しい.触り込みはあまりl一価 ではILい.

C-S】2 N Cl Ei.5-6 0_LIB)く0,4 21 胎 庚は砂光弘のilliH良か舷砕操が多く亦lヒが~岩=しい.3㈹帖が接令.拍lり込み上diiIこは疎が災lLJするが梱り込みのll-).下部はLHI二していない.｡trI-lt)込みのJlu._に一班 化物を食む.

C｢S73 lVrV上 Cl ∩.4 Es 0.72×0.6 - 58 # 康の大半が砂LLで偶成.Likt化物をあまりみとめられない.赤化が潔しレヽ 畝砕横が多い.

C-SlJl lVドV上 Cl 1三.∠1 - 0.82XO.53 - 47 i 砂i;t興の畝G順 でhW'X.硬の多くが雌 している.上引出如咽;分的に認められる.

C-Sl.5 lV Cl l7_.7 - LLXO.8 - ll9 # 砂息で仙丸 破砕したものが多い.横の多くが'R俊 している.

C-Sl6 lV C1 に.7 - ).lX1.0 - 95 # 砂岩で仙血 全体的に赤化しており.-納ま部分的に.'.u変しているものt)訟められる.

C-Sー7 EVTV上 Ci ∩.8 - 0.93×0,6 - 62 # 砂崇で岬I叱 EIF,rTl横か破砕横が多く.よl糊-1赤化している.2帆体が械令.蛇上 .成一ヒ物は船 されていない.

C-SIS lV下V上 Cl r).8 - 0.64×0.5 - 57 頼 砂斜で肋戊,EIEFT慨 か破砕虎が多い､5位榊こか按分.姓土 .IR化物は蝕泌されていなし㌔亦化が由ル㌔

C-S19 NJFVL Cl ∩.8 - I,15×0.7 - 47 他 砂ilrで柵I此 llFT.FJ~個 か破砕疎 が多い.EP火のものは赤化が席しいが府側のものは性かに!榊ヒが誼められる.

C-S110 lVFVJl Cl C.5 - 0.92×0.8 - 71 # ]点のみシル トLIl.他はすべて砂LI,tで岬成凸火半が赤化し､破砕僕が多い.

C-5日】 lV下Vヒ Cl C.6 - 0.5lXO.42 - 27 i 砂岩で捕lJ虹 mTT,-な疎が多く.北仰の1瓜以外はすJ<て赤変している.疎は焼けているが-恥焼けていないものt>ある.Ji削ヒ物を比かに含む.

C-S112 rVfV上 C2 日.6 - 0.58XO.53 - 106 蘇 砂岩で捕一ぬ 弧~ー~】庚か牡砕棟が多く,全納棚こ赤化が出い.顔化物は確認されていない.

C-SH3 lV下V上 C2 T.l3 - 0.8XO.6+a - SJl 蘇 砂JLJL,Lでt助札 J.首iー<な倭が多く.全て舷砕している.}く▲細く亦変している.

C-SH1 lV C2 I.6-7 - L.92Xl.15 - lH # 砂岩で岬l瓜 底面(.r近は人形のふ.円鳩 が配収されている.田平康の捌叶や上に小形のFll.-,円席や破砕虎が掛 こ入る.公休的に赤化していおり､脱化物は惟かに沈められる.3伽一体接合.

C-SllS LV C2 【,6 - I_3×0_66 - 31 他 砂岩で帆'h A,J平な煙が多く.破砕しているものも多い.全体的に赤化しているが､IR化軌 蛾 められない○

C-SH6 lV C2 l.7 I 0.93XO.88 - 17 他 比僻的人形の砂岩附 1一己座で仙瓜されている.全体的に赤化している.以化物は韻められない.

C-S117 lV C2 ∫.6 - ).3×0.93 - L35 碑 &:llTで偶I乱 EIIT.目顔か破砕横が多い.食ー仰 )にJh化がyrLしく,部分的にll.牒 しているものも漣.められる.以化物を少数含む.

C-St18 lV C2 ｣.6 - 0.8JXO.65 - 58 # 砂iTTで偶成.且即】疎かが多い.全体rfJに射 ヒが_X=しく.部分的に打.も変しているt,のも.池められる.以化物を少rLm む.下柵がI.=TllJlむ.

C-SH9 tV C2 I.7 - 0.62×0.36 - 40 密 軌LLLで欄l乱 革大の依砕et!が多一㌔ 全件的に亦化が毛:しい.

C-Sr20 ～ C2 ll.7-8 - 0..I5×0.36 - 23 密 砂岩でIPI血 茄ー甲なものが多く.破砕している.亦化しているものが多い.6個体が齢 .

C-St21 lV下V上 C2 G.8 Ss.ド 0.96XO,85 - 73 磨 砂ilTで捕岨 破砕感が多く.人Jj!のものは瓜.I,.なbのが多い.射 ヒしているものが多い.

ートSl1 lV nl r).IO - 0.87XO_45 - 30 # 砂1-Tで仙払 J.古､ー7rな唖Ir慨 が多い.2P体接合.射 ヒが著しく,炭化物を含む.

DiJ2 lV下∨上 lJl E.LO - 一.2×0.73 - 40 lR 砂紫で仙払 完修のもが6瓜 破mL横が多く､食l仰tJに赤化しているが.r5-西畑の矧ま柑こ.a:しい.以化物は船 されていないが､タ-ル搬?付ITの..f能性のbのが3J地 められる.

D-Sl3 【V下 Dt 1三.Ll - A.Jは×0.55 - 3B 席 砂∫トで捕Iぬ 破砕廉が多<､令件的に赤化している.lい火恥ま1 11 '.T IP

V上 比脚 J舵だが､別辺はばらけてレD.3NIl脚 .上別ヒ物は触謎されていない.

rrSーLI Ⅳ下 r)L 一三.ll - I.67XO.75 - 76 # 砂i'.tで隅l払 磁G鳩 が多く.食休的に,h化しているがnH.]紬の■に Ipが : ､ 】火 hL,だが

※Es:エンドスクレイバー､Si:サイ ドスクレイバー,ド.糊付

第12衰 C･D区傑群一覧表
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C-SC7

- 一以化佃子の抱囲

~~二 二 ~ =

C-SC8

l

- . ホkJ

INi 粗相色土 倣円で締まりがある｡山褐色粒や赤色.白色kt片顎
を含む｡

2眉 は色+.粘性が強く､融ftで-やや締まりがある｡出柑色粒を
多く含む｡

3N-i 噌褐色七 健田でやや射はりがある.黄褐色粒や赤色･白色治

月.､炭化物Tiを伯かに含む｡

4桝 昭和色土 倣Ttでやや耕はりがある｡赤色･白色kl片.炭化物

等を伯約､に含む｡

5月 昭和色七 硬田でやや締まりがある｡
6肘 は色土 鮎作か裁く､硬flで捕まりがある｡iJi栂色･l･.ブロッ

クを多く含む｡

7肘 糟粕色ヒ 枯性が強く､硬21で締まりがある｡1.I.1.拍也l_ブロッ

クを岩下含む｡

日用 柑色土 やや軌TEで締まりがない.竹灰色沿rrtTiをぷ干含む｡
9k4 7tJ色 ヒ 8脳の特徴に似るが,8厄はり色胸が明るい｡

]眉 昭和色土 やや硬TIで赫まりがある｡El色地等を若lニ含む｡

2樹 ;TIli色上 棟flで締まりがある｡赤色･EJ色粒を含む｡

3倍 唱和色土 倣田で締まりがある｡赤色･白色粒.撰化物等を若

ド含む｡

4同 相色土 粘性があり,軟flであまり締まりがない｡

5屑 唱和色土 枯件があり.秋田であまり締まりがない｡lXl和也土

ブロックを多く含む｡

6同 相色土 粘性があり,軟fIであまり締まりがない｡

7眉 褐 色土 粘性があり､紙質であまり締まりがない｡m栂也土
ブt)ツクをXi=干含む｡

1m

第37回 C区小土坑実測図 (S-1/20)

出隅#% 検ltl周llLr. .FdltE区 グリッド 山l地 物 主 軸 規 模(m)良人艮XJa.火山dX淡さ 中繭プラン 鵬' 々

C-SC7 Ⅸ C3 1.8 - N-叫7430'-E 0.79XO.39×0.53 楕円形 後世の虫穴より炭化米出土o

第13表 土坑一覧表
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器i
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鞍

7

､
､

M

6

1屈 褐 色土 粘性が強く､しまりがやや砺い｡¢2-5IL大の細辞を含む｡
Z眉 栂色土 やや粘性が軟く､l屑に比べ､しまりがやや弱い｡¢2-5q71大の榊僕

を含む｡
3屑 褐 色t dI2-5L大の細線を]眉よりも多血に含むdLli他･しまりとも放く､

V把手起源と出われる圭.Iも也 Iニブロックを悦かに含む.
Ll脳 樹色上 dI2-7JL火の細蹄を多lllに含む砂TtLLまりやや5kjく､l腔はりも

排他がやや弱い｡
5屑 唱和色上 ¢2-7m大の細虎をまばらに含む祐田土｡しまりがやや強く､粘性が

種い｡V厄岨肝と思われるIXl也上ブロックをまばらに含む｡
6炉】 袖 色土 3炉はrq様の特徴をはつが､触任のilf;lはやや少ない｡

:､冥 :::

0 10m
ト｢.一一｢-.rr.-｢一一十一一一一一一一一一一｣

)地 軸 色 L IVMO)特徴に似るが､同州と比べ粘性が鹿い｡d2-5b]a大の和様をま
ばらに命む｡

2月 栂 色J: ]屑よりしまりがあり､Lli田が強い｡¢】～5LED大の鰍鎌を少m含む｡
3伺 租 色J= 地位が強く､しまりが報い｡d)05-5m大の鮒鎌を多く命む｡
4伺 褐 色Jl 3斤は りやや明るい.粘r紬t強く.しまりが強い｡¢0.5-5md]大の組硬

を多く含む｡

0 1m

第38図 D区自然流路実測図 (S-1/300､断面及び土層断面はS-1/40)
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遣物はC-SC7内で炭化種子 (炭化米)が出土しているが､後世の虫穴に入り込んでいるため､直接

遺構に係わるものではない｡

構築面は塩土より､Ⅴ層またはⅦ層中の可能性が考えられることから､2基のうち､C-SC8の埋

土を青山尚友氏に鉱物組成分析を､また古環境研究所に植物珪酸体分析を依凍した｡そのうち､鉱物組

成については埋土上部のものがV層の可能性が指摘されている.一方､植物珪酸体の組成や塁の特徴な

どから､Ⅶ層に対比される可能性が考えられるという､どちらとも判断がつかない結果になった｡ただ

し､周辺の遣物分布をみていくと､Ⅴ層のものが遺構周辺で確認されているのに対し､Ⅶ層はやや離れ

た場所で確認されていることから､ここではV層中構築のTJ'能性を指摘しておきたい.

自然流路 (第33匿い 第38図)

自然流路はDl区で1条確認されている｡同区北西側から南西方向に向かって横断し､区外へと続く｡

大半はⅣ層上面で検出したが､中央から北側に関しては地山と埋土の境界が不明瞭なため､Ⅳ層下部-

V層上面で確認した｡確認した範囲での長さは約59.6mで､帽は約0.9-4.8m､深さは最深で0.45mを

測る｡断面形は台形を呈するが､皿状になる部分も認められる｡埋土は岩鹿起源の細磯を含む粘質土で､

細裸は南側 (下流)に進むにつれて量が少なくなる｡またB-B'ラインやC-C'ラインの塩土を観察

すると､少なくとも2回の痕跡が確認されたが､平面では確認できていない.

流路内では遺物等が出土 しておらず､時期が不明だが､埋土状況からⅣ層中の形成と考えられ､石器

ブロック5やSI22を切っていることから､これらの時期よりも後の段階の所産と思われるO遺構の性

格としては､集中穀雨等の要因により生じた小規模な土石流跡と考えられる｡

(2)石器 (第39図)

石器は総数1,257点出土している｡そのうちの約7%についてはⅢ層で確認されたものや後世の遺構

内で確認されたものである｡また砕片については殆ど確認されていないが､剥片剥離が行われているこ

とや､一部の製品についてはここで製作 したことが窺い知ることができること等から､調査の精度によ

るものと考えられる｡

分布域から石器集中箇所がいくつか認められるが､前述のとおり､遣物の包含状況は芳しい箇所が多

いため､ここでは､視覚的な分布状況と接合状況を加味して､6箇所についてブロックに認定した｡た

だし､地形や後世の削平等を考えれば､実際にはまとまり自体はさらに多くなるものと考えられる｡

また､旧石器時代の利用石材については流紋岩やホルンフェルス､頁岩､チャート､黒曜石､洛結凝

灰岩､砂岩､泥岩など8種確認されている｡これらの石材のうち､色調や石質の特徴､接合等から細分

可能であるため､分類を行い､個別に説明を加えていく｡

流紋岩 Ⅰ (第40図-第45図､第14表 ･第15表)

裸面 ･剥離面ともに白色～白灰色を呈 し､なかには不明瞭な白色の書状風化が認められるものや筋が

幾条も入るものも認められる｡表面がやや租いもの多い｡ただし風化度の違いにより､一部は後述する

Ⅲ類に含まれる可能性がある｡石器は195点確認されており､内訳はナイフ形石12点､剥片尖頭器3点､

角錐状石器7点 (接合後)､スクレイパー10点､彫器 1点､石錐2点､二次加工剥片6点､微細剥離を
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有する剥片4点､剥片138点､右横10点で､接合資料は6例確認されている｡

138-145はナイフ形石器である｡そのうち､138･139は打面を転移しながら剥出された幅広の剥片

を素材としている｡打面を横位に置き､打面部と末端部下半に主要剥離面から加工を施し､器形を整え

ている｡また138については左側緑上部に対向調整剥離が認められ､基部の刃部下側は若干湾曲するこ

とから狸谷型ナイフに相当するものと考えられる.140･141は一側線加工のナイフ形石器で､どちら

も縦長剥片を素材にしている｡140は右側緑に主要剥離面から加工を行い､側線中程には対向調整剥離

が認められる｡基部は欠損 している｡141は打面をそのまま残し､右側緑に主要剥離面側からの加工を

施 している｡先端部は欠損している｡142は打面転移を行いながら剥出された斜刺状の幅広剥片を素材

にして､打両側には急角度の加工を行い､左側縁の下半には微細な剥離を行い､基部を整形している｡

143は打闇を転移させなが剥出された幅広な縦長剥片を素材にして､打面から片側線にかけて加工を施

している｡先端部は欠損 しているが､刃部には微細剥離が認められる｡144I145は縦長剥片を素材に

打面を基部側に据えて､主要剥離面から二側緑に加工を行われている｡加工は-側緑には全体に認めら

れ､もう片方には打面から約1/2に施されている｡打面はどちらも除去されている｡なお145には主

要剥離面に平坦剥離がみとめられる.また先端部に残る剥離痕は衝撃の際に生じたものと考えられる0

146-148は剥片尖頭器である｡縦長剥片の打面を基部側に据え､主要剥離面から二次加工を施し､

基部を作 り上げている｡さらに146には右側緑先端部～中程まで加工が施され､また主要剥離面の基部

付近には平坦剥離が認められる｡また148の基部加工は､146･147が基部にしっかりとした映りを持つ

の対し､決 りが弱く､特に左憤り縁のものは全体の約1/2まで加工が及び､どちらかと言えば､直線的

である｡またその上部には主要剥離面側に平埋剥離が施されている｡

149-153は角錐状石器である｡149は三両に加工が認められるため､素材剥片については不明である｡

仝体形は柳葉状を呈し､先端部及び基部とも入念に加工が施されている｡また稜上調整が顕著である｡

なお､器長の中程で折れており､G･4グリッド内の約3m離れた場所で確認されている (接合資料 1)｡

150-153は縦長剥片を素材に､両側面には主要剥離面から急角度の二次加工が施されている｡設定には､

151が打面を先端に据えている以外は､他は基部側に打面を据えている｡150は先端部の主要剥離面倒

にも加工が認められ､また表面下半の平坦な面には稜上及び､稜上水平調整が認められる｡151も先端

部の主要剥離両側に加工が施されている｡表面には稜上調整が顕著に認められ､中央やや下寄りでは､

さらに稜上水平調整も行われている｡152の右側面には基部加工と中央付近の稜上調整以外は加工が認

められず､先端部～中程にかけては稜上水平調整が行われている｡153は剥出時に石核底面を取り込ん

だため､側面が ｢く｣の字状に折れ曲がる｡先端部付近では楼上調整が認められるが､全体的に粗い作

りになっており､側面が鋸歯状を呈している｡

154-158はエンドスクレイパーであるO そのうち154は厚みのある縦長剥片を素材にしているO打面

及び末端部を中心に主要剥離両側から加工を行い､刃部を作り出している｡

155は幅広の縦長剥片を素材にしているが､打面は剥出時に欠損している｡末端部にU字状の刃部を作

出している｡156は素材に厚みのある幅広の縦長剥片を利用している｡末端及び両側縁に主要剥離面か

らの二次加工を施し､刃部を作出している｡157は打面を転移しながら剥出された大型の幅広な剥片を

素材にしており､右側緑下部は主要剥離面倒から加工を行うのに対し､末端部は表裏両面から加工を行っ

ているため､刃緑は鋭い｡158は縦長剥片を素材の末端に数回の加工を行い､幅の狭い刃部を作り出し
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ている以外は打両側右側緑に若干加工を施 し､基部を作 り出している｡

159-161はサイ ドスクレイパーであるOそのうち159は打面転移を行う石核から剥離された縦長剥片

を利用 して､主要剥離面から右側緑全体に加工を行い､刃部を形成 している｡160は襟面で構成される

厚みのある縦長剥片を素材にしている｡剥離初期段階のものと考えられ､磯面をそのまま打面にしてい

たものと思われる｡右側面は全体に表巌両面から二次加工を行っているのに対 し､左側緑は中央付近か

ら末端近 くまで､表面からの加工に留まっている｡161は上部を欠損 しているが縦長剥片を素材にし､

表面から両側緑に二次加工を行い､刃部を形成 している｡

162は石錐である｡素材は襟面からそのまま剥離された帽広の剥片で､表面が横面で構成されている

ことから､剥離初期段階のものと考えられる｡主要剥離面倒より両側緑に加工を行い､錐部を作出して

いる｡

163は彫器である｡素材は同一方向から剥離された縦長剥片で打面部は欠損 しており､剥離時に欠損

したものと考えられる｡末端部に主要剥離面から剥離を行い､平坦面を形成 した後､両端に桶状剥離を

行い､彫刀面を作出している｡そのうち右側のものは､剥離面が2枚確認できることから､彫刀面再生

を行っている｡なお､左側縁下部に認められる加工は彫刀面作出前のものである｡

164I165は二次加工剥片である｡164は両設打面から剥出された縦長剥片で､打面は平坦打面である｡

右側縁上部～中央にかけて二次加工が認められる｡165は平坦打面から割出された縦長剥片で､素材石

核の角を取 り込んだため､やや厚みのあるものになっている｡右側面中央から主要剥離面側に二次加工

を施 している｡

166･167は微細剥離を有する剥片である｡166は縦長剥片で､末端部がヒンジ ･プラクチャーを形成

している｡打両部は欠損 している｡微細剥離痕は両側緑に不規則に認められる｡167は石核素材時のポ

ジ面を稜右側に有する縦長剥片で､両側縁の下部に微細剥離痕が認められる｡

168･169は縦長剥片である｡168は剥離時に打面を欠損 しているが､167同様､稜より右側は右横素

ド内で出土 し､約2m離れて確認されている (接合資料 2)0 39は打面を転移させながら剥片剥離を行

う石核から剥出された斜軸剥片で､頭部調整が顕著である｡末端部は欠損 している｡

17ト 172は石核である｡171は分割裸を素材にしており､上面の風化の度合いが違う剥離面 (旧剥離

面)に打面調整を行い､大小の幅広な剥片 2枚を剥出しているOその後､打面を麗側に転移させ､右側

緑に幅広な剥片を剥出している｡なお､この剥離面には下方から複数の剥離が認められ､打面調整の可

能性が考えられるが､明確な剥片剥離は行われていない｡172は幅広の剥片を素材に､末端部を除去 し

て平坦面を作 り､そこから右側縁側で剥片剥離を行い､打面を素材打面倒に転移して､再度剥離作業を

続けている｡

接合資料3は剥片 (173)と石核 (174)の接合例である｡Dl区E･12グリッド北側で出土 している｡
基本的には上面を打面に設定 して､部分的に打面調整が行いながら､正面及び両側面を作業面にして剥

片剥離作業を行っている｡ただし､正面ではヒンジ .フラクチャーが多発 したため､この面での作業を

やめて､正面を打面に入れ替えて､剥離作業を行っている｡その際､173が剥出されている｡

接合資料4は剥片 (175)と石核 (176)の接合例である｡C-S13の南東側でまとまって確認さ

れている｡約12-13cm大の楕円形を里する裸の一端に剥離を行い､打面を形成 し､長さ約4cmの縦長剥
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